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天才ピアニストの淫らなレッスンに溺れています







プロローグ




　恥ずかしくて足を閉じようとする花か音のんに、宝ほう城じょうが身体を入れて阻止してきた。誰にも見せたことのない潤んだ繁みを見られていると思うと、心がざわついてしまう。

　それに、一人だけ裸なのも恥ずかしさに拍車をかけていた。キスをしたまま、慣れた手つきで服を脱がされてしまったのだ。脱がされた服はラブホテルのベッドの上と床に散らばっている。

　目の前にいる宝城は、白いワイシャツに黒のズボンをいまだ着用したまま……幾分、ワイシャツが乱れているが、それだけだ。

「こら。花音、足を開くっ！」

「やっ……んぅ。だって、そんなところ……」

（誰にも見せたことないし、汚いし……）

　宝城の指先が膣口をゆっくりとなぞると、クチュっと指を強請るように水音が鳴った。

「入れるよ？」

「あっ！　……んっ、あ、やっ……ひゃ、ん」

「すごっ、狭いな。痛くないか？」

「よく、わかんな……いぃ、ああっ！　やだ、ちょ……動かしちゃ、だめっ」

　蜜で溢れた膣筒が指でかき回されると、背中に電気が流れた。足先まで痺れるような強い刺激に目の前が白くちらつく。

　ぐっと膣口が広がる感覚に、電気が身体に流れる。腰が浮き、電流から逃れようとするが、宝城が「だめ」と甘い声で腰を掴んできた。

「痛くないなら、増やすよ？」

「やだ、やだっ。なんか、おかしくなる、から……あっ、んぅ……ああああっ！」

　世界が真っ白になった。何が起きたのか、よくわからないまま、全身を痙攣させた。お腹の奥のヒクつきが激しくて、勝手に腰が揺れてしまう。恥ずかしくて、身体が火を噴いたかのように熱くなった。
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「指だけでイッちゃった？　可愛いね、花音は。最高だよ」

「え、っと……あの、これは……」

「気持ち良かったでしょ？」

「何が起きたの……か」

「教えてあげない。今、お仕置きの最中だから、ね？」

　意地の悪い笑顔を見せられ、足をさらに大きく開かされる。

　花音は慌てて、繁みを両手で隠した。

「やっ！　なんで……」

「今更、隠す？　さっき見たから、隠す必要はないよ」

「だって、こんな……足が、開いて……」

「広げなきゃ、入らないでしょ？　僕のが」

「先生の──が？」

「そう。ゆっくり花音の中をほぐしてあげたいけど、お仕置きも兼ねてるから。少し痛いのは我慢して」

　そう言って、宝城はズボンのチャックを下ろす。見ると、下着の中から彼の熱が屹立していた。

　花音の家は男所帯だ。父と兄二人で生活しているから、男性の下半身を見たことがある。だが、勃起した姿は一度も目にした経験がなかった。

（えっと、これが……入るの？）

　知識はある。セックスがどういう行為か、くらいは。経験がないだけで、知らないわけじゃない。友人から彼氏との初体験を聞いたこともある。愛をより深める行為として、憧れていた。甘くとろけるような時間と快感が……と。

「あの、宝城先生……ご存じかと思いますが、私は……その未経験で」

「知ってる。だから言ったでしょ？　痛いのは我慢してって」

　宝城が少しだけ笑みを見せたかと思うと、蜜壺に刺激が走った。指とは違う。大きなものが、無理やり小さい口を押し広げて入ってくる。

「ああああっ……あ、ん、ああっ……やっ、息が……できなっ……はっ、ああっ」

「せま、いな。だが……これはこれで、ヤバい、な」

（繋がった？　入った？　私と宝城先生が……？　痛いのに──痛いはずなのに。どうしよう、なんか……気持ちがいいかもしれない）

　宝城の肉棒が奥まで入りきると、二人同時に止めていた息を吐きだした。目を合わせると、失笑し合う。

「痛く、ないか？」

「思ったほどは……痛いっていうより」

「気持ちいい？」

　片眉をあげて、意味ありげに宝城がほほ笑んだ。

　恥ずかしさで火照る顔を背けると、さらに奥をぐっと刺激された。

「あ、んぅ……ずるいっ！」

「何が？」

「私ばっかり！」

（余裕ないのが……）

　ちょっとの刺激だけでも、身体が壊れてしまいそうだ。快感でなのか、宝城のが大きすぎるからなのか。

　知識だけある花音と、知識も経験もあるであろう宝城とでは差があるように思えてしまう。次にどうすべきか宝城は知っている。花音はどうなるかわからない。行き先が見えないジェットコースターにでも乗っているかのようだ。

「『私ばっかり』？　なに？」

「ずるいんですっ！　先生には余裕があって……ああっ、だめ……なんか、んんぁ。やぁ……だあぁ」

　白いワイシャツの袖を掴んで、花音が甘い叫び声をあげた。腰が勝手に揺れ動き、お腹の中に入っている宝城を締め付けるのがわかった。

「あ……くっ、かの、ん……ちょ、く、るっ」

　宝城の顔が歪み、苦しそうな声をあげた。無意識に動く腰を強く掴まれると、終息しつつある痙攣を無視して、激しい律動が始まる。

「やめっ……やだ、動かなっ……いっ、で」

　彼が行き来する蜜壺の中は、すべてが敏感だ。触れてる場所、擦れている場所、突き上げられる場所全てから強い電気が流れてくる。

　腰を浮かし、少しでも電流から逃げようとするが、腰を強く掴まれて動けない。

「聞こえる？　花音の蜜の音が。中からどんどんと溢れてくるんだ」

　グチュグチュと腰が動くたびに、響いてくる。

「やだっ……ちがっ。私のじゃ……」

「花音のだよ。ただ入れただけで、イッちゃうんだから。これじゃあ、お仕置きにならないだろ」

「あ……ああっ、んん、あっ。どうし、よ……またっ……奥がジンジンして」

「いいよ、花音。イッて。僕も、もう……あああっ、くぅ」

　律動の激しさが増していき、ぴたっと止まった。最奥に熱が広がっていく。ゆっくりと腰を動かして、花音の収縮の余韻を楽しむ宝城の額には汗が滲んでいた。

　熱っぽい吐息で名前を呼び、脱力しきっている花音の頬に宝城が手を置いた。ゆっくりと腰を上下させながら、唇を奪ってくる。

「僕が、余裕あるって？　ずるいって言った？　余裕……あるわけないだろう。こんな可愛い花音を前にして」

　さらに深いキスを求められる。舌を吸い上げられて、一度治まった身体の炎が再び、燃え上がっていった。





第一章




　水曜日。午後七時二十三分。

　土つち屋や花音はレッスン室の白い壁にかけられている丸い時計を見て、肩を落とした。

　もう少しで今日の練習が終わってしまう。いつも通り進展のないレッスンだった。左隣でピアノの先生がヒステリックに声を荒げている。

「これじゃあ、いつまでたっても子供たちが、お弁当が食べられないじゃない。貴方のリズムはおかしいのよっ！」

（ですよねえ……わかってるんだけど）

　幼稚園や保育園で給食やお弁当の前に歌うあの曲が、花音はどうしても弾けない。『おべんとう』の曲が、短大の保育科の授業にて課題曲になってから早３週間が過ぎる。いまだこの曲だけがクリアできない。

「土屋さんは『タッカ』のリズムが苦手ね。幼児が歌う曲には多いのよ。付点八分音符と十六分音符の組み合わせ。克服しないと！」

「……わかってるんですけどぉ」

　できない。

　リズムを身体に叩きこむために手を叩いてみたり、歌いながら弾いたり、メトロノームを使ったり、足踏みしてみたり。

『タッカ、タッカ』といとも簡単にピアノ教室の大おお田た原わら先生も、短大の先生も言うけれど。その『タッカ』が曲者なのだ。

「今週も無理ね。他の曲を聞かせて。あと二曲あるでしょ？」

「……はい」

　今週も駄目かあ。そろそろ合格点をもらいたいところなのに。

　花音はこっそりとため息を零しながら、短大で使っている幼児曲の楽譜のページを捲った。

　どうして、できないのだろう。他の友人たちやクラスメートは一回で合格していくのに。自分だけいつもやり直し曲がある。合格も致し方ないと言わんばかりのおまけの合格点ばかり。

　練習量なら、友人たちよりも多いと自信があるが、上達度は誰よりも遅かった。

『きゃあああああっ！』

　と、その時、レッスン室の分厚いドアでさえも突き抜ける甲高い悲鳴が耳に入ってきた。

（え？　なにっ？）

　左に首を捻って先生を見やる。先生も目を大きく見開いて、花音を見つめていた。

（悲鳴だよね？　女の人の……）

「ちょ……危ないわよ」

　花音は先生の静止も聞かずに、ピアノの椅子から立ち上がってドアの小窓に顔を寄せた。窓から、待ち合いスペースが見える。

　大きなソファと、テーブルセット、自販機も。

　一人の男性が手を抑えて、座り込んでいる。床にはポタポタと赤い液体が垂れるのが見えた。

（え？　はあ……？　血っ？）

　座り込んでいる男の後ろには、なんだかフワフワした服の女の子が恐怖で顔を青くさせ、ガタガタと震えて立っている。女の子が見ている視線の先を追うと、シャツにジーパン姿で手にはナイフを持っている男の姿があった。ナイフには血がついている。座り込んでいる男の血だろう。

　花音はドア横にある籠に手を伸ばして、重たいリュックを手にした。怖いとか、どうしようとか一切、考える間もなく身体が動いていた。暴力を振るうヤツがいたら、成敗するのが当たり前と言わんばかりに。女だから。か弱い立場だから、という思考は花音にはなかった。

「あの野郎っ！」

「土屋さっ……だめっ──」

　知りもしないナイフ男に悪態をつくと、重たいレッスン室の扉を押し開けていた。条件反射というのだろうか。悪い奴をみると、じっとしていられない。

　先生の声を背後で感じつつ、花音は短大の教科書で重量が増しているリュックをナイフ男に向かって投げていた。

「可愛い女の子の前で、ナイフを振り回さないっ！」

　ドアの開閉音でまず、男の視線が花音に向いたのを確認し、投げたリュックが身体に当たる直前で花音は足を振り上げた。足首とつま先が、ナイフ男の首から耳後ろに容赦なく入る。

（よしっ！　決まったっ！　上段外回りのハイキックがっ……）

　見事な手ごたえを感じて、心の中でガッツポーズを決める。

　昔の栄光がまだ色あせてないとひしひしと感じながら、白目をむき、倒れていく男の姿を眺めた。握られていたナイフが床に落ちると、ナイフを蹴って男から遠ざける。

　気絶したと思うが、まだ油断はできない。すぐに意識を取り戻すことも考えて、凶器になるものは遠ざけておきたかった。

　ジーパンの布ベルトを外すと、意識を飛ばしたナイフ男を、後ろ手にして縛りあげた。

「土屋さんっ、あなたっ……大丈夫なの？」

「大丈夫です。先生、警察と救急車をお願いします」

　花音は蹲っている男性に近寄り、しゃがみ込んだ。

「あの……大丈夫、ですか？」

「あ、ああ、まあ──」

「怪我したところ、見せてください」

　男性の右手にそっと触れた。ぎゅっと握りしめた手の中から、血が溢れ出てきている。後ろにいる女の子を守るために、男の握っているナイフを掴んだのだろうか？　親指の根元の皮膚がぱっくりと裂けていた。

　これは相当、深くまで傷つけられているはず。

　花音はポケットにねじ込んであったタオルハンカチを出すと、手のひらの傷口に押し当てる。

「せんせっ……！　宝城先生ぇ」

（ちょっ！　あぶな……）

　女の子が震えたまま、しゃがみ込んでいる男の背中に抱き着いてきた。バランスを崩しそうになった男性に花音はサッと手を出して支える。

「ねえ、その……ワンピースのベルト、貸してもらえる？」

「これ、ですか？」

「そう。ほうじょう……先生、だっけ？　の止血に使いたいから」

　花音が手を出すと、宝城と呼ばれていた男に抱き着いた女の子が怪訝そうな表情でベルトを外した。薄ピンク色の可愛くて柔らかいリボンのベルトを、宝城の脇の下を通して二の腕できつく縛り付ける。腕の肉に食い込んで腕の色が変わるくらい強く……。

（これで少しは出血量が抑えられるはず）

　小さく息を吐いてホッとする花音に、目を吊り上げた女の子が肩を小突いてきた。

「ちょっと、宝城先生の腕の色がっ！　あなた、何をするの？」

「今村くん……止血だから。血流を、悪く……しないと」

「でも、先生の腕が……」

「平気だ……それ、より……君は？」

「はい？」

　宝城が血の気のない青白い顔をあげると、心配そうな表情で花音を見つめてきた。

「怪我、なかった？」

「……は、い」

（怪我しているのはこの人なのに……？　どうして私の心配を？）





　　　　　◇◇◇






　大田原先生が連絡してから十分もしないで、救急車が到着した。

（なぜ……私が？）

　救急車の中で花音は独りごちした。

　付き添う人間は自分で良かったのか、と。適任者は他にいたはずだ。立候補者だっていただろうに。宝城の後ろにいたフワフワした女の子とか。講師職員とか。

　なぜ、何の接点も所縁ゆかりもない花音が救急車に同乗し、治療に向かう病院に付き添っているのだろうか？　唯一関係あるのは、ナイフ男から助けたというくらいだ。

『君が……いい』

　なんて言われて、ホイホイと付いてきた自分も自分だが、付き添いを頼む彼も、彼だろう。宝城という──たぶん、きっと……ピアノ講師らしき人……としか、花音は目の前の男を認識していない。

　救急隊員が顔をあげると、花音に開いてきた。

「彼の名前は？」

「えっ……と、宝城、先生、ですか……ねえ？」

「宝城律りつです」

　小首を傾げながら、花音が恐る恐る答えると、救急隊員に傷口を見せていた彼が答えた。

（え？　『律』？）

　下の名前に引っかかり、胸が跳ね上がった。

　初恋の人と同じ名前だ。空手の型がとっても綺麗な男の子だったのを覚えている。彼の名は『松まつ浦うら律』だから、目の前にいる男性は別人だが。

　下の名前が一緒だったというだけで、花音はさっきまで見もしなかった宝城の容姿を観察し始めた。黒髪の癖っ毛。髪の一本一本が細いのだろうか。ふわっとしている……というか、ぼさっとしている。自由気ままに伸び放題って感じだろうか。

　切れ長の目に、すーっと伸びた鼻筋が美男子だと訴えているのに、ぼさぼさな髪の毛で、恰好良さが半減しているようだ。身体の線は細いが、身長はある。花音も女性にしては高身長なのだが、それをゆうに越していたから百八十五センチ以上はありそうだ。

（素材は……いいのに。残念感が漂う人だなあ）

　怪我人を目の前に、なにを見定めているのだろうっとハッとして、頭を振った。失礼にもほどがある。花音だって、残念女子の部類だ。高身長でショートカットのせいもあり、下手したら男子高校生に間違われる。

　女子高校生ではなく、男子高校生……悲しすぎる現実だ。兄からのお下がりであるパーカーをだぼっと着て、何年も履き倒したジーパンにスニーカー。短大の通学には大きなリュックを背負って電車に乗る。成長期途中の男子に間違われても、仕方ない格好をしている。

　救急車の窓に反射する自分のボーイッシュな姿を見つつ、宝城に抱き着いていたフワフワした女の子を思い出す。

（ああいう恰好が似合うフワフワ女子になりたい）

『あいつは女じゃねえ』と何度、男子に陰で言われてきたことか。

「僕より、その子を……。ナイフを持った男に襲われてたので」

「へっ……？　あ、いや、私は大丈夫です。怪我してません。なんか……うまく蹴りが入ったみたいで。高身長もたまには役に立ちますよね、あはは！」

　偶然、蹴った足がいいところに入って気絶した……みたいな言い回しをわざと花音はした。嘘だ。偶然じゃない。狙って蹴って脳のう震しん盪とうを起こして意識を飛ばした、なんて言えない。もとから強い女だとは思われたくないし、知られたくない。

（私は襲われたというよりも……いきなり飛び出して男に襲いかかった……に近い、気がする）

　物心がつく前からすでに空手を習っていた。中学に入る前に辞めたが、花音には兄が二人いる。兄もまた空手をやっていて、練習に付き合っていた。完全に空手と縁が切れたのは、高校生になってからだ。

「宝城さんが言っていた『藤ふじノの宮みや総合病院』に連絡つきました。受け入れの承諾を得たので出発しますね」

　運転席にいた隊員がひょこっと顔を出した。藤ノ宮総合病院は、宝城の掛かり付け病院らしい。救急車は静かに発進したかと思うと、けたたましいサイレンを鳴らし始めた。





　　　　　◇◇◇






　午後八時半。静かな病院の廊下を走る足音が響き、近づいてくるのがわかった。薄暗い廊下からグレーのスーツ姿の男性が、ナースステーションに駆け込んだ。

「すみませんっ……、宝城律の処置室は？」

「二番です。あ、でも、まだ……入れませんので。付き添いの方と一緒に、廊下でお待ちください」

　看護師の言葉で振り返った男性と、花音の視線が合う。

（あ……家族、かな？）

　男性に軽く頭をさげて、長椅子に座れるように右に少しお尻を移動した。

　花音を見ながら男性が近づいてくる。人を見定めるように、頭からつま先まで舐めるように見られて、急に居心地が悪くなった。

「宝城のマネージャの西にし山やま保たもつです。付き添いって、てっきり詩し織おりさんだと思ったのに。君は……？」

「あ……えっと、土屋花音、です。山やま野のピアノ教室に通ってて」

「かのん……女？　ああ、じゃあ、あの現場にうっかり居合わせた被害者？」

「……みたいなものです」

（自分から飛び込んだんですけど……って、また男と勘違いされたっ！）

　立ち上がって西山に頭を下げると、苦笑して笑った。

　まさか犯人を気絶させるために、自ら飛び出して蹴りました……とは、言えない。西山の言った『マネージャ』という言葉が耳の奥で引っかかった。ピアノ講師に普通、マネージャってつくものだろうか？

（ピアノ教室にいたし。『先生』ってフワフワ女子に呼ばれてたけど？）

　二人で同時に黒色の長椅子に腰を下ろすと、処置室二番のドアを指でさした。

「あのぉ、あの人って……ピアノの先生、ですよね？　マネージャって……芸能人？」

「宝城はピアニストだよ」

「へえ、ピアニスト……はっ？　ピアニスト？」

「宝城律といえば、天才ピアニストって業界ではかなり有名なんだけど……まあ、知らない、か」

　オーケストラやジャズには明るくない。かしこまった音楽を聞く機会もない。バンドや歌手のコンサートにすら行った経験も花音はなかった。もっぱら聞く曲は、幼児曲ばかりだ。

「……すみません」

「知らないほうが、こちらとしてはありがたい。ファンに付きまとわれるほうが、宝城は嫌がる。病院に付き添ったから、と勘違いする女もいる。この件を黙ってあげるかわりに、特別レッスンして、とか迫る勘違い女もいる。君がそうじゃないといいけれど？」

「それって……牽制球、ですか？」

「そうとってもらわないと困る。宝城の周りには馬鹿な女ばかりだから」

「嫌味な言い方──」

（腹立つなあ、この人。いちいち、心をチクチク刺してくる）

「なら、安心してください。弱い男に興味ないんで」

　ぷいっと西山に背を向けた。処置室よりも奥にある廊下の向こうに目をやる。真っ暗で、幽霊でも出そうな雰囲気だ。

　そうだ、花音は強い男が好きだ。律違いの『松浦律』は試合では弱かったけれど、空手の型がすごく繊細で綺麗だった。

　幼稚園の頃、空手の大会の帰りに兄たちを待っていたら、小学五年生の男子達に絡まれたことがある。そのうちの一人は試合で勝った相手だった。幼稚園生に負けたのがよほど悔しかったのだろう。多勢に無勢で、花音を取り囲んで執拗に絡み、虐めてきた。

　ただその窮地は、当時中学生の二番目の兄・奏かなでの同級生であった松浦が助けてくれた。『試合では必ず負ける弱い松浦』と有名だった彼なのに、繰り出す蹴りは重みがあった。強かった。なぜ試合で負けてしまうのか不思議なくらい、強くて恰好良かった。

『女の子なのにな。酷い男たちだ』と松浦がにっこりと笑って立ち去っていく後ろ姿を今でも鮮明に思い出せる。空手の教室で会った時にお礼を言おうと思ってた……のに、次に会う機会はもう無かった。松浦は大会の日が最後だったと、あとから聞いた。すでに家の関係で引っ越していた。

　これまでの人生で花音を女の子扱いしてくれたのは、松浦だけだった。肉親の兄ですら、女として見てない。空手の練習に付き合えだの、筋トレに付き合えだの、と。ガチムチ兄二人のトレーニングに付き合って、花音もすっかり筋肉質になっていた。

　線が細く、若干の丸みはある……良く言えば、スレンダーなのだろう。しかし手足を見れば、わかってしまう。脂肪よりも、筋肉量が多いと。

「処置が終わりました」

　と、看護師が大きな扉を開け、ベッドに横になっていた宝城が起き上がるのが見えた。右手には厳重に包帯が巻かれている。顔は青白いままだ。

　看護師と目が合って、花音は引き込まれるように西山と処置室に足を踏み入れた。西山は手に持っている紙袋を「着替えが入っている」と言いながら、ベッドに置いていた。

「西山が先生と話をしている間に、僕の着替えを手伝ってもらえる？」

「え……？　私、ですか？」

「そ。君しかいないでしょ？」

「看護師さんが……」

「君がいい！　それとも利き手を怪我している僕に一人で着替えろ、と？」

　上目遣いをされて、花音は嫌だと断れなくなった。

（私がやるよりも、看護師さんのほうが手慣れてると思うけど）

　周りを見渡して看護師を探すが、タイミング悪く誰も居なかった。

「カーテン、閉めて」

　言われるがまま、花音はベッドのカーテンを閉めた。紙袋から白いワイシャツを取り出すと、腕にかける。

「ボタン、外してもらっていい？」

「……はい」

「僕の名前は……」

「宝城先生ですよね？　救急車の中で聞きました」

「先生っていうほど、先生してないけど」

　くすっと宝城が笑った。

　花音がワイシャツを脱がし、新しいワイシャツに袖を通すと、突然、ぐっと腰を掴まれて抱き締められた。

「えっ……あの」

「怖い思いをさせてしまって悪かった」

「いえ……あれは、私が自分から飛び出したので」

「『可愛い女の子の前で、ナイフを振り回さない』だっけ？　君だって、可愛い女の子なんだから。ああいうときは飛び出しちゃ駄目だよ？」

「え……？」

「だから『駄目』って言ったの。危ないから」

（私が女だって……わかってた、の？）

　真剣な目で言われて、花音は胸が高鳴った。言われ慣れてない言葉に、動揺している。

「あの……でも」

「駄目って言ったんだけど？」

「はい、気をつけます」

「ん、いい子だ」

　フッと宝城の顔が緩んで、優しい笑みが広がると、掴んでいる腰を自由にしてくれた。カーテンの向こう側では「お大事に」という医師の声が聞こえて、足音が遠ざかっていくのがわかった。西山と医師との会話が終わったのだろう。

　花音は慌てて、宝城のワイシャツのボタンを閉めた。最後の一つが閉め終わると同時に、カーテンが勢いよく開く。

　冷たい目の西山が花音を睨むように立っていた。まるで威嚇しているかのように。「うちの宝城に近づかないで」と言わんばかりだ。カーテン内で話していた内容が聞こえていたのだろうか？

「西山、睨むな。この子は僕を守ってくれたんだ。この程度の傷で済んだのは、彼女のおかげだ。無礼な態度をとるな」

「え？　勝手に付き添ってきたんじゃ？」

「はあ？　君は西山にどう説明したの？」

「えっと、何も……言ってないです」

　花音は「えへへ」と苦笑した。宝城が呆れたように、小さく息を吐きだすとベッドから立ち上がる。

「病院に付き添ってもらうようにお願いをしたのは僕のほう。彼女が鈴すず村むらと僕の間に入ってくれた。彼女がいなければ、もっと大事になっていたし、大怪我になっていたよ」

「そう、だったんですか。それは……失礼しました」

　西山が腰をおって頭を下げてきた。

（え……ちょっと！）

「あの、大丈夫ですから。頭をあげてください」

　年上の男性に頭を下げられるなんて、未経験だ。どう対処していいのか、花音は慌てた。初対面での会話は腹が立ったけど、かしこまって謝られるのも苦手だ。お尻と太ももあたりが、ムズムズしてしまう。

「で、西山。彼女を家まで送ってほしいんだけど」

「いえ。まずはお二人とも警察へ。現場に居合わせているので、事情聴取をしないと」

「めんどくさい」

「気持ちはわかりますが。行かなくてはいけないので、お送りします」

　ちぇ、と宝城が拗ねたような声をあげる。仕方ねえな、と呟くと歩き始めた。花音は血で汚れているワイシャツと紙袋を手に持って、宝城の後を追いかけた。





　　　　　◇◇◇






「そういえば、ナイフ男と知り合いだったんですか？」

　西山が運転する車で警察に向かう最中、ふと湧き上がってきた疑問を隣に座る宝城に尋ねた。窓の外を眺める宝城が「ああ」と返事をし、視線を合わせてくる。

「僕の後ろにいた女を覚えている？」

「はい。フワフワした可愛い女の子」

「『フワフワ』……ねえ。その女の婚約者が、ナイフを持ってたヤツ。僕は普段、人にピアノは教えないんだ。だから勘違いされた。只ならぬ関係だって。女が僕と浮気しているって勘違いして、乗り込んできたんだ。いい迷惑だよ」

　ため息をついて、嫌そうな表情をする。

「実際、詩織さんは婚約者よりも宝城に気が合ったと思いますよ。じゃなきゃ、父親の地位と権力を借りてまで、接点を持ちたがらないでしょう」

「最悪だな。スポンサーの娘ってだけで。気持ちが悪い」

「そう言うなって。今村さんから、きちんと授業料をもらってるんだし」

「嫌いなんだよ、知ってるだろ？」

（嫌い……？　女嫌いなの、かな？）

　宝城が不機嫌な表情でぷいっと窓の外に目を向けた。

　ぼさぼさの髪は置いといても、顔は端正だ。かなりのイケメンだと思われる。髪を整えたら、女性たちが放っておかないと思うが……。

　でも、知り合ったばかりの男性についてアレコレ詮索する立場でもないし、と花音も窓に目を向けた。すると、ぎゅっと手を握られる。

（……え？）

　下を見ると、宝城の左手はそっと花音の右手を握りしめていた。彼の視線は動かずに窓の外のままだ。花音も何も言わず、握られた状態で外の風景を眺めた。

（なんで、手を……握られてるの？）

　胸が高鳴った。黙ったまま、手を握りしめられる経験なんて今までに一度もない。どう対処したらいいのだろう。引っ込めればいいのだろうか。でも、放したくない。もっと……繋いでいたい。宝城の手は温かくて、優しい。

　花音は頬を赤らめたまま、警察に到着するまで宝城と手を繋ぎ続けた。





　　　　　◇◇◇






「こんのぉ……馬鹿妹がっ！　さーせんしたっ」

　警察に迎えに来てくれた兄・奏かなでが花音の首根っこを押さえて無理やり頭を下げさせられた。制服を着ている女性警察官は兄の豪快な動きに苦笑している。

（くっ……痛い）

　身体を起こすとさらに、兄の拳が脳天に落ちてきた。痛さのあまり、脳がクラクラした。

「人様に迷惑かけてんじゃねえよ！」

「あ……違いますよ、お兄さん。今回は補導じゃなくて！　犯人逮捕にご協力してくださったんです。妹さんの蹴りが命中して……」

「はあ？　お前、蹴ったの？」

「刃物持って立ってたから、つい」

「『つい』で出るもんじゃねえだろ、足が」

「本当に『つい』で足が出ちゃったんだから仕方ないじゃん」

「なんて妹だ！　お前、仮にも女なんだぞ？　しとやかに生きろや。慎ましく！　足癖悪すぎ。だからモテないんだろうが」

「うっさい。もっと可愛い妹の身を案じてよ。ナイフ持った男がいたんだよ？　危ないじゃん」

「お前の場合は、犯人の身のほうがあぶねえよ」

（……だよねえ。そうなるよねえ）

　心の中で、苦笑した。花音の空手の強さは、兄二人が一番よく知っている。心配されるはずもない。

　女性警察官に軽く挨拶し、迎えに来てくれた兄の車に乗り込んだ。仕事場から直接、来てくれたのだろう。助手席には、すでにスポーツバックが居座っていた。

「奏兄ちゃん……チャック開けっ放し。異臭放ってるから！」

「仕方ないだろ。お前を警察に迎えにいけって、拓たく士と兄から連絡きて急いで来たんだ。理由も教えてくんねえし。親父も拓士兄も酒飲んでて行けねえからって。ジムの片づけもしないで飛び出してきたんだよ」

　急いで来てくれたのは見ればわかる。私服に着替える時間も惜しかったのだろうか、仕事用のジャージ姿だった。嬉しくて花音は、顔がほころんだ。

（なんだかんだ言いながら、心配してくれてるんだ）

　ぽいっと、チャックを開けっぱなしで後部座席にバックを放り投げた。

「投げんな、馬鹿」

「臭いんだもん」

「臭い言うな。俺様の努力の結晶と言え」

「ええ？　臭い塊」

「まじ、可愛くねえ」

　むすっとした顔で奏がエンジンをかけた。「無事でよかった」と小声で呟いたのが聞こえたが、聞こえないふりをした。

　花音には二人の兄がいる。警察に迎えに来てくれたのは、奏ですぐ上の兄だ……といっても年は八歳離れていて、スポーツインストラクターをしている。一番上の兄・拓士は十歳差で、中学の体育教員だ。父親は自宅で鍼灸院を開き、夜は近所の空手教室の先生もしている。スポーツ一家と言えば、聞こえはいいが……ただのガチムチ一家だ。母は花音が三歳のときに亡くなった。たしかガンだったと父が話していた。母の話は、家族の顔が暗くなるから花音からはしない。だから母のことはよくわからない。

　車から見える近所の白い豪邸に花音は目を奪われる。駅に行く途中の通り道でもある。どんな人が豪邸に住んでいるのだろうか、と疑問に思う。豪邸が建ってから三年近くは過ぎると思うが、今だに住人を見たことがない。

「ねえ、奏兄ちゃん。このでっかい豪邸……誰が住んでるのかな？」

「どっかの国の姫様じゃねえの？」

「うわ、適当すぎ」

「知るかよ。住人を見たことねえし。気がつきゃ近所にこんな豪邸が建ってたんだから」

「お城みたいだよねえ。きっと可愛い女の子が住んでるんだろうなあ」

　脳裏には宝城の後ろに立っていたフワフワ女子が思い浮かぶ。父親の地位と権力でピアニストを講師にできるような子だ。あの子もお金持ちお嬢様なのだろう。きっとああいう人が住んでいるのだろうなあ。





第二章




　水曜日。短大帰りの花音は重たいリュックを背負ったまま、いつものようにレッスン室の扉を開けた。花音の前のコマに生徒はいない。だから気兼ねなく開けられる。

「こんにちは。よろしくお願いします」

「はい、よろしく」

（ん？　男の声？）

　大田原先生は女性で、少し高めのキーだ。今、花音の耳に入ってきた声は明らかに男性の低い声。顔をあげて、ピアノの前に座っている人を確認した。

（宝城律っ……？）

「え？　まちが……」

　花音はピアノに背を向けると、ドアを開けてレッスン室の番号を確認する。部屋番号は間違えてない。もしかして今日から、レッスン室が変更になっていたのだろうか？

　大田原先生から、何の連絡も来てなかったと思うが。見落としたのだろうか？

「土屋花音さん、間違ってないよ」

「え？　でも……大田原先生は？　病欠？」

「いや。代わってもらった。今日から僕が君の担当講師になる」

「……はあ？　えっと……なんで、ですか？」

（何が起きている？）

　花音は扉を閉めると、リュックを籠の中に入れた。

　先生が代わったのなら、やっぱり大田原先生から連絡があってもいいはず。

　疑問符が何個も脳内で浮かんでいく。ピアノの前に置いてある生徒用の椅子に座ると、花音は書類が挟まっているファイルに目を落としている宝城を見つめた。

（あれ？　雰囲気が違う……）

　先週、会ったときとは別人のような宝城の姿に目を奪われる。髪型が違う。短くなっており、軽くワックスでセッティングでもしたのだろう。残念感が消失していた。恰好良さが倍増されており、目のやり場に困る。

（ちょ……こんなに恰好いいとは思わなかったんですけど！）

　ファイルを持つ右手にはもう、包帯は巻かれてなかった。白いガーゼの上に防水用のフィルムが貼ってあるだけ。もう大丈夫なのだろうか？

「僕からお願いした。君は……なかなかの問題児だと聞いたよ」

「も……問題児っ？　そこまで酷くないっ……はずなんだけど。いや、まあ、上手くは、ないと思う。短大の授業ではいつもおまけで合格をもらえてるようなものだけど」

「幼稚園の先生になりたいんだって？」

「はい。ピアノも授業にあるので」

「何歳から始めたの？」

「ピアノは、短大に入ってからです。短大の先生では一から教えてくれないから。家にピアノは無いし、短大のレッスン室を借りての練習にも限度があって」

「だろうね。未経験の子を教える暇も技量もないだろうしな」

　花音はシュンと背中を丸めた。毎回、怒られて終わる授業を思い出して、胸が痛くなる。

「あれ？　ちょっと待ってください。宝城先生はピアニストなんですよね？　先週は、他人には教えないって言っていたような……」

「ああ。絶対、教えない」

「じゃあ……どうして」

「助けてもらった礼をしたい。デキの悪い生徒だと聞いているが、僕が教えるからには必ず、いいモノにしてやる」

　申し出はありがたい。ピアニストからレッスンを受ける機会は滅多に巡ってくるものではないだろう。けれど、週に一回のレッスンで先生が今更変わっても大して上達は見込めないのではないか。

　花音はすでに短大二年生。最終課題は来年一月下旬にあるピアノの発表会。それまでに発表会用の曲を仕上げ、さらにバイエル上下巻とツェルニー十番まで合格をもらってなければならない、のだが、花音はまだバイエルの下巻に入ったばかり。他の人たちはバイエルの下巻でも後半に持ち込めている。ダントツに遅い。後期に入ってすぐに発表会用の曲が決まるため、前期で大多数の人がツェルニー十番まで終わってるのが通常だ。

　プロのピアニストでも、落ちこぼれ生徒を引き上げるのは厳しい状況なはず。

　それに何より……。

（お金は？）

　庶民はそこを一番、気にする。払えない月謝を後から請求されても困る。

「これからずっと教えてくださるような口ぶりだったんですけど」

「ああ。ずっと教えるが？　何か問題があるの？」

「ありまくりだと思います」

「どこが？」

「お金です。今の先生に教わるのも、いっぱいいっぱいのやり繰りなんです。ピアニストから教われるのは嬉しいですが、相場がわからないし。わかったところで払えるかもわかりません。それと、週一回のレッスンを一年以上続けてきても、他の短大生と比べてかなり遅れを取っています。今から先生を変えても、大きな変化があるとは思えません」

「あとは？　花音が抱えてる問題は他にある？」

「……いえ、今のところこれぐらいかと」

「いろいろって言うわりには二つだけだったね」

　宝城は顔をあげると、にっこりと笑う。優しい笑みというより、近寄りがたい冷たい笑顔だった。

（あれ？　花音って呼び捨て？）

　ふうっと息を吐きだして、宝城はファイルをピアノの上に置いた。

「問題は解決しておこう。まず一つ目。月謝は要らない。お礼だと言ったよね？　二つ目、遅れをとっているからこそ、僕が教える。進展が望めないなら、もっと相応しい講師にチェンジする。海外では当たり前だよ？　それと僕は週一回で教えるつもりはない」

「え？　どういう……」

「毎日、花音の練習を見る。週一回のたった三十分の練習だけで、ド素人ができるようになるわけがないだろう？」

「ちょっと、待ってください！　練習なら、毎日してます。短大のレッスン室で八時まで」

「そこに先生はいるの？」

「……いえ、一人です」

「練習量と上達速度は必ずしも比例しない。間違ったまま、練習をしているんじゃないの？」

　うっ、と言葉を詰まらせると、花音は目を泳がせた。正論を突かれている。間違ったリズムで練習して、それを指摘してくれる人もいないまま、何時間も練習してるから合格がもらえない。

　それでも毎日、先生に稽古をつけてもらえるようなお金はないのが現実なのだ。

「でも、これ以上はお金をかけられないから」

「親に相談したの？　ピアノ教室にもっと通いたいって」

「言えるわけないっ。保育科に進学するのだって反対されたのに！　練習したいから電子ピアノが欲しいなんて言えないし、もっと教室に通いたいだなんて我が儘がすぎる……バイトしてないから、お小遣いでなんとかピアノ教室代をやり繰りして」

「え？　バイトしてないの？」

「してる時間がないんです。毎日、八時までピアノの練習して家に帰るから」

　家に帰れば、掃除と洗濯をしないと。夕食は父と兄がやってくれるけど、それ以外は花音がやらないと家の中がとんでもないことになる。男所帯はすぐにカオスになる。

「小遣いをやり繰りしてレッスン代を払ってるって言うけど、お昼代はどうしてるの？」

「ない……です」

「は？」

「ご飯を多めに焚いて、おにぎりを持っていったり……してます」

「なら、決まりだ。僕が教える。ここの教室も辞めて、短大のレッスン室での練習もしなくていい」

　花音は目を大きく見開いた。練習しなくていい、と言われると拒絶されているようで悲しくなる。一生懸命頑張っているのに、認めてもらえてない気がしてくる。

「それじゃあ、練習場所が……」

「僕の家でやればいい。毎日、好きなだけ。僕が付きっ切りで練習を見る。そうすれば、お小遣いも丸々、自分で使えるようになる」

「なおさら……その、タダってわけには……」

「僕がお金は要らないって言ってるのに？」

「世の中はギブ＆テイクです。一回だけなら、レッスンが無料っていうのならわかるんですけど。ずっと……ていうわけには……ちなみに、いくらくらいで教えてるんですか？」

「三十分で二百万。払えるの？」

（ええ？　そんなに？）

　口を開けたまま、固まった。そんな高額なレッスン料を払えるはずがない。一体、宝城という人間は何者なんだ？

「払えま、せん。今日だけ無料で、来週から大田原先生で」

「駄目だ。僕が教える……そんなに支払いたいなら、お金じゃないもので支払ってくれればいい」

「え？　あ……それは」

　宝城に首の後ろを掴まれて引き寄せられた。唇と唇が触れあい、体温が伝わってくる。花音の薄く開いた唇から、宝城の舌が入り、歯列をなぞられて背中がゾクゾクとした。

　甘く脳内が痺れていく。ピチャっと水音が響くたびに、下半身の奥がくすぐったいような気がした。

「ん、あ……」

　味わったことのない感覚に、甘い声が自然と漏れた。宝城の腕を掴んで、唇を離すと頬が熱をもった。

「一回につき、三日間分のレッスンでどう？　もちろん、キス一回じゃないってことはわかるだろう？」

「お……お金を……」

「払えるの？　二百万円」

　宝城の声が耳朶にかかる。甘く囁いてくるのに、吐き出される言葉は優しくない。

「大田原先生のままで」

　花音は頬を赤らめたまま、フルフルと首を左右に振った。

（お金以外なんて、そんな……でも、一回三十分の授業料が二百万円なんて払えない）

　大田原先生なら週一回三十分で月額が七千円弱。毎月、一万円のお小遣いでやり繰りできる額だ。宝城の一回だけで二百万円飛ぶレッスンは受けられない。

「花音……もう大田原先生は無理だよ。君のことは僕に一任された。それに、僕が君を教えたいって言ってるんだ。そこにギブを求めるから、お金か身体を提案したんだけど？」

（お金か身体──）

　なら答えは決まってる。花音は無意識に潤んだ瞳で宝城の顔を見つめていた。
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　ピアノのレッスンを終えて、花音は宝城の車でラブホテルに向かった。お金か、身体か。選んだのは身体──。選択肢は無いようなものだった。

　初めて踏み入れるラブホテルに、花音は緊張する。ソファとテレビと、ベッドと……風呂場はガラス張りになっていて、ベッドから丸見えになっていた。

（お風呂、丸見え？）

　落ち着かない部屋だ。リュックを床の上に置いて、立ち尽くした。どこに身を置けばいいのかわからない。ソファに座ればいいのか。ベッドに座ればいいのか。

　花音を追い越して、宝城はテーブルにコンビニの袋を置いてソファに座った。長い足を組んで、コンビニの袋からミネラルウォーターを取り出し、口につけた。

「飲む？」

「……大丈夫です」

　小股でソファに近づいて、端っこに腰を落とす。

（何をどうすればいいんだろうか？）

　花音はチラチラと隣にいる宝城の様子を確認する。

「あの……えっと……確認なんですけど」

「ん？」

「一回につき、三日分のレッスンですよね？」

「そうだよ」

「もし……できなかった場合ってどうなるんでしょうか？」

　水のペットボトルを持ったまま、宝城は不思議そうな表情で小首を傾げた。まるでできないというのは想定していないかのようだ。

「できないってどういうこと？　花音が生理だった場合とか？」

「いえ……あ、そういうのもあるかもしれないですけど。そもそも、私とできるんでしょうか？」

「できるよ。花音が濡れなかったら、痛いかもしれないけど」

「でも、勃たないっていう場合も……あるわけで」

「僕が？」

「ほら、私……見た目が男子高校生と間違われるし。西山さんも間違えたし。空手を習っていたので、周りの男子たちからも『あいつ、強いじゃん。女じゃねえし』って。それに片思いしていた相手には『ガチムチ女、欲情するわけない』って……だから、そういうこと……です」

　だから私を抱ける人なんていない。宝城は身体の線も細くて綺麗だから、ガチムチ女は不釣り合いな気がする。

「女の子なのにな。酷い男たちだ」

（え？）

　花音が初恋の人に言われた言葉と同じだった。胸の奥がトクンと鳴った。

　彼が両手で頬を優しく包み込んでくると、優しい笑みが降ってきた。温かい唇が重なって、軽く吸い上げられる。花音の口が薄く開けば、熱い舌が口腔内へと侵入してきた。

　チュ、チュク、と舌を吸い上げられるたびに水音がする。

（ああ、どうしよう……頭がクラクラしてくる）

　身体の奥も熱くて、お腹の奥もジンジンとくすぐったい感覚が広がっていく。ピアノを弾く大きな手が頬から下に降りてきて、服の上から花音の二つの果実に触れた。細く骨ばった指が、迷わずに突起を摘まんだ。

「……あっ！　ちょ……んぅ、あぁ、くすぐ……やっ、ん」

「ここ、気持ちいい？」

「ちがっ……くすぐ、たい……んあっ」

　宝城の唇が首筋に這われると、さらに大きな声が漏れた。

（なに？　この甘い声は……。勝手に、出ちゃう）

　意思とは関係なく、漏れ出る嬌声に花音は恥ずかしくて顔から火が出そうになる。

　首筋のあちこちにキスを落とされ、手は胸を揉んでいる。お腹の奥がさらに強さを増して、ジンジンとしてきた。

「私……変に、なる……あっ」

「変じゃないよ、可愛いよ。もっと、声が聞きたい、花音の声を」

「だ、めっ……ああっ、やだ、それ……やっんぅ！」

　胸の突起を弄られつつ、首筋を強く吸い上げられて花音は、声をあげながら身体を震わせた。

「ここ、弱いんだね。可愛い。もっと攻めたくなるけど……こっちに来て」

　宝城がソファを立ち上がって、手を差し伸べてきた。花音はぽーっとした頭で、手を受け取ると立ち上がる。手を繋いで、促されるがまま、ベッドに近づいた。

　先に宝城がベッドに上がって、足を伸ばして座り、太ももを叩いた。

「花音、おいで」

「え？　あ……でも」

「僕の上に座って」

　そろそろとベッドにあがり、躊躇いながら太ももの上に跨った。誰かの上に座るなんて、幼いころ以来だ。

「花音、キス……しよ？」

　宝城の手が花音の後頭部に回る。ぐいっと前に押されると、唇同士が重なった。彼の熱い吐息がさっきのキスよりもより近くに感じられる。
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　下唇を甘噛みされ、吸い上げられるとどんどんと花音の力が抜けていき、宝城の肩に頭をもたれて全身を預けた。

「花音、わかる？　僕の熱」

「……え？」

「さっき、気にしてたでしょう？　僕が勃たなかったら……って」

　耳朶に低音ボイスで囁かれる。花音の意識が下にさがっていき、股を押し上げる塊に集中した。お互いにズボンを履いているのに、わかってしまう熱の大きさに花音の目が丸くなる。

「他の男は知らないけど、僕は花音じゃないと勃たない」

「……うそ」

「嘘じゃない。花音は可愛いよ」

（私が、可愛い……はず、ない）

　皆がみんな、口を揃えて言ったのに。あいつは女じゃねえって。欲情しないって。

「疑うような顔をしないで。僕は花音がいいんだ」

「嘘……きっと前に見たエロビデオとか思い出しただけでしょう？　先生と私は──だって……これは、お金の代わり、だから」

「お金なんてどうでもいいって言ってるのに。わからない子だね……花音は」

（だってこれは……愛じゃない）

　宝城がチュッと頬にキスをすると、強引にベッドに押し倒された。あっという間に花音はベッドに横になり、宝城を見上げていた。

「え……あれ？」

「わからず屋にはお仕置きだよ、花音。初めてだから、優しくしたかったけど……」

　宝城が悪戯な笑みを浮かべて、花音のズボンに手をかけた。
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「ごめんね。初めての子に立て続けに三回も求めるなんて。辛かったでしょう？」

　ワイシャツに袖を通した宝城がベッドに膝をつくと、花音の額に軽いキスを落とした。ベッドの中でぐったりしている花音は、虚ろな瞳ですっきりした表情の彼を見つめた。

（お腹の中がまだジンジンしている……身体が怠だるいよ）

「……帰りたくない」

　さらに布団の中にもぐる。

　ベッドから出たくない。動きたくない。甘く痺れる身体が気怠くて、起き上がりたくない。

「嬉しい誘いだけど、今夜は帰るよ。家の人が心配するでしょう？」

「あ……うん」

（遅くなるって言ってないや。面倒くさいけど、着替えないと）

　花音は布団に入ったままの状態で、床に手を伸ばした。最小限の動きで着替えてしまいたい。

「そんなに動きたくないなら、手伝おうか？」

　花音のブラジャーを床から手に取った宝城がニヤッと笑った。身体を起こして素早く彼の手から、ブラジャーを奪い返すと睨みつけた。

「大丈夫だし。ちょっと……楽しようとしただけ」

「無理させたのは僕だから。責任取るよ？」

「平気……だし」

「ほんとに？」

　起き上がった花音の後ろに座る宝城が、お腹に手を回して抱きついてきた。首の後ろにチュッと音を立ててキスをする。

「それじゃあ、着替えられない」

「帰したくない、かも」

「……帰る！」

「そうだね。送るよ」

　彼は喉奥で笑いだす。名残惜しそうに花音から離れた宝城は、テーブルに置いてあるミネラルウォーターを一気飲みした。上下する喉仏がなぜか色っぽく見えて、花音は慌てて視線を外した。

（ちがう、ちがうから！　助けたお礼であり、お金の代わりだから）

　高鳴る胸は錯覚だと思いたい。目の前に居る彼を好きになっても、辛いだけ。レッスンのために身体を差し出すような女を好きになったりしない。

　ガチムチな女を好きになったりしない──はず。
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　宝城がピアノの特別講師になってから、花音の生活は一変した。短大で毎日のように放課後練習していたのを止めて、授業が終わるなり地元の最寄り駅まで帰る。駅ではロータリーで宝城が車で待ってくれていた。

　車に乗り込んで宝城の家まで行って、夜九時までピアノのレッスンをする。もちろん、最初の約束通り三日に一回のセックスは欠かさない。毎週通っていたピアノ教室も辞めた。

「聞いて！　今日、短大の先生に褒められたの。すごい上達だって。課題曲すべて合格したんだあ。友達にも褒められて。ピアノの先生を変えたって話したら、羨ましがられたよ。先生を紹介して……って……？」

　ベッドの中でうつ伏せで寝転んでいた花音は、隣でなにやら難しい楽譜を眺めている宝城を見つめた。

「気絶したかと思えば、いきなり話し出す……小さい子供みたいだな、花音は」

「私……寝てない、けど」

「覚えてないの？　花音だけイッて、力尽きて寝ちゃったんだよ」

　部屋の出窓に目をやった。開いている窓からは爽やかな初夏の風が入って、レースのカーテンが揺れていた。

　体力には自信がある。疲れて途中で寝てしまうなんて考えられない……と言いたいところだが、空がすっかり夕焼けでオレンジ色になっているのを目にして、寝ていたと認めざるを得なかった。

（うそ……いつ、寝ちゃったんだろう？）

「午後の授業が休校だったから、宝城先生のところでゆっくり練習できると思ってたのに……」

「ん？　『宝城先生』だっけ？　いい加減、呼び慣れてくれないと」

「あ、えっと……律……のところで……」

　先生と呼ばれたくない、と言われて、下の名前を呼ぶと決めたけれど、慣れない。三日前はなかなか『律』と呼べなくて、お仕置きと称してのセックスがやけにしつこかった。花音が何度もイッてるのに、終わりにしてくれなくて苦しかった。

「最初に言っておくけど。いくら花音の頼みでも、花音以外の子は教えないから」

「え？」

「先生を紹介してって言われたんでしょ？　僕、教える気ないから」

「私には教えてくれるのに」

「花音は特別。さあ、着替えて。練習しよう」

（でも、途中で寝ちゃったんだよね、私……？）

　ベッドから出ていこうとする宝城の腕に触れて、引き留めた。不思議そうな表情で振り返り、花音と目を合わせてくる。

「まだ……その、律はイッてないんだよ、ね？」

「いいよ、今回は特別。練習したいんだろ？　先生に褒められて、難しい課題を出されてるんじゃないの？」

　ベッドに少し身体を戻した宝城が、花音の頭にキスをする。優しい笑みを見せると、椅子に掛かっていたワイシャツに手を伸ばした。

　まだ右手にはガーゼと防水用のシールが貼ってある。

　宝城はピアニストだ。三十分の演奏で、大金を稼ぐ凄いピアニスト。さっき見ていた楽譜は仕事用のかもしれない。

「ねえ、大丈夫、かな？」

（仕事……いつまでも暇なはず、ないよね？　私、律の邪魔してないかな？）

「花音は頑張ってるから、大丈夫だよ。先生に褒められたんだろ？　自信もって」

「違う！　律の邪魔になってない？」

「僕の？」

「凄く有名なピアニスト、なんでしょ？　さっき難しい楽譜、見てたし。仕事の話はいくらでもあるはずじゃ……。学生の──ましてや保育科のピアノ練習に付き合っている暇なんて……」

（ないんじゃないの？）

　宝城はプッと吹き出して笑うと、首を振って右手を見せてきた。

「僕は手を怪我してるんだよ？　忙しいわけないでしょ。療養中」

「なら、いいんだけど。邪魔になったら言って、ね。仕事の邪魔はしたくない、から」

　助けたお礼なんてとっくに貰ってる。それ以上の練習量をみてくれて、しっかりと成果まで出してくれてる。だから無理してほしくない。一回のエッチで三日間の練習代と同じなんて、違うと思うから。

　花音がベッドから出ると、強く抱きしめられた。

「邪魔じゃないよ。もっと僕の傍に居てほしいくらいだよ」

「律……くるしっ」

　抱きしめてくる腕を軽く叩くと、宝城の腕が緩んだ。しかし、それで終らせないとばかりに顎を持ち上げられ、甘いキスが落ちてくる。

（毎日、会ってるのに）

　宝城の舌が花音の舌に絡み付いてくる。チュッと吸い上げられれば、花音は快感で身体が震えだす。

「はっ……ん、待って。律……また、シタくなっちゃ、う」

「いいよ。何度でも求めてよ、僕を」

「練習、しな、きゃ」

「そうだね……でも、すぐに終わらせるから……いい？」

　羽織ったワイシャツをまた脱ぎ捨てて、キスをしたまま、ベッドへと雪崩れ込んだ。花音の胸にかぶり付き、突起を飴玉のように転がされる。すぐに硬くなると、宝城が嬉しそうに笑った。

「反応早すぎ。こっちも濡れてるんじゃない？」

「や、ん。だって……気持ち、いいから」

　足を広げられると、繁みの中に隠れている真珠を舌先で舐められ、吸い上げられた。

「ああああっ……ちょ、そこ……汚い、から」

「綺麗だよ」

「だめえ、そこはっ！」

　宝城の髪を掴んで、首を振る。

（舐めるなんて、しないで……）

　汚いのに。舐めるなんてしてほしくないのに。強く吸い上げられるたびに、快感で足先にまで電気が流れる。気持ちよくて、意識が真っ白になりそうだ。

「やぁ……だめ、そこぉ。ああっ、イッちゃう、から」

「イッて。花音、いいよ」

　さらに強く吸い上げられると、花音は背中をのけ反らせて震えだした。世界が真っ白になる。ビクビクと全身が震えだして、痙攣が起きるとベッドに気怠い身体を放り出した。

（ずるい……どうして、律は弱いところばかり）

　身体が上気して、茫然となると花音の足をさらに大きく開いて、熱を押し込んできた。蜜壺には十分すぎるほどの蜜が溢れ、宝城の屹立を簡単に飲み込んでいく。

　ぐちゅっという音と同時に、ぞくぞくと背中に快感が走り、花音の嬌声はさらに大きさを増した。

「あ……律のが熱い……ん、あっ、あっ」

「花音の中も蕩けそうだよ。僕のに絡みついてきて、やばいから」

「ああっ、律……気持ち、いい？」

「もちろん。花音の中は最高」

　ゆっくりと腰を動かしながら、宝城が幸せそうに微笑んだ。額にはじんわりと汗をかき、甘い吐息を漏らしている。

「ん、くっ、花音……可愛いよ、花音」

「あっ、あ……ん、や……奥が……」

　何度も名前を呼ばれるたびに、花音の奥が熱をもってくる。

　宝城と手を繋ぎ、唇を重ね合わせる。お互いの下唇を甘噛みし合う。吐息が交じり合うと、彼の動きが激しさを増していく。

「すぐに……あっ、あ、ああっ、んぅ」

「僕も、イキそうだから」

「律、一緒に……んぁ、ああっ、そこ……いっ……あああああっ！」

　降りてきた子宮口を激しく突かれて、花音はあっという間に二度目の頂点を味わった。宝城も吸い上げるような痙攣の中で白濁の液を吐き出した。熱が花音のお腹の中に広がっていくような感覚に、幸福感が満ちた。

　一緒にイッたときの宝城の憂いに満ちた顔を眺めるのが好きだ。少し頬を赤らめ、呼吸を乱しながらも、花音を抱きしめてくれる。

「結局、ヤッちゃったね」

　ごめん、と宝城が苦笑した。申し訳なさそうに笑う宝城は、可愛い。八歳も年上の男性なのに、まるで子供みたいだ。

　花音はまだ宝城と繋がったまま、上半身を軽く起こした。両手で彼の頬を包み込むと、キスを強請る。

（練習もしたいけど、まだこうしていたい）

　宝城と繋がっていたい。宝城の怪我が治るまでの間の関係なのだろう。仕事に復帰したら、花音は彼の邪魔をしたくない。

　好きだから。好きな人の足手まといにはなりたくない。

「もっと……」

「ん？　花音？」

「律と、まだ繋がっていたいって言ったら、怒る？」

「怒らない。いいの？　練習ができなくなるよ？」

「傍に居てほしい。今日の練習……お休みでも、いい？」

（好き……すごく好きなの）

　楽譜を見ている宝城の姿を見ただけでこんなに不安になるなんて思わなかった。怖くなるなんて思わなかった。

　ただレッスンを見てもらうためのセックスだった。お金が払えないから、お金の代わりのはずだったのに。

「花音がエッチが好きだったとは」

「好きにさせたのはそっち」

「そうだね。僕が花音を染めた」

「責任とってくれる？」

「もちろん。ずっと、僕の傍にいて」

（嘘つき……ずっとなんて一緒に居られないのに）

　傷が治るまでの間のくせに、と花音は心の中で呟くと、唇に噛みついた。





第三章




『家から行くので、歩いていくね』

『待ってる』

　花音はスマホを鞄の中に入れると、ふふっと笑みが零れた。約一カ月ぶりに宝城に会う。夏休みに入り、保育園と児童相談所の保護施設の実習に入ってしまい、会えずにいた。

　土日に会えるかと思ったけれど、思った以上に体力の消耗が激しいうえに、やらなくちゃいけない課題に追われて、時間がとれなかった。

　実習の記録とレポートを書き終えた花音は、軽い足取りで宝城の家に向かった。白いお城のような家に……。

　兄はどっかの国の姫が住んでると適当に返事していた家に宝城が住んでいる。初めて見たときは驚いた。

　蝉の鳴き声を聞きながら、門の前で呼び鈴を押した。

『はい？』

「花音です」

『どうぞ』

　ガチャっと家の門のロックが外れる音がして、花音は押し開けた。家の玄関まで少し距離がある。花音はドアに向かって走った。

　一秒でも早く会いたい。久しぶりの宝城を見たかった。実習期間中は、週末に少しだけ電話するくらいだったから。今日が待ち遠しかった。

「今日は花音特製の冷やし中華に……あっ！」

　玄関のドアを勢いよく開けると、怖い顔をして腕を組んでいる宝城と、靴を履いてる最中の男がいた。

（西山……さん？）

　確か、宝城のマネージャの人だ。病院で会ったきりだった。宝城のまわりをウロウロするなと冷たくされた記憶しか残っていない。

　顔をあげた西山が花音の顔を見ると、スッと目が細くなった。

「ごめんなさっ……邪魔を……」

「邪魔なのは西山のほう。花音じゃない」

「だって仕事の話をしてるんじゃ……」

「ただ押しかけてきただけ。今日は、前々から花音と約束していただろう？」

「でも……」

　花音は玄関で、端に寄ると肩に掛けている鞄をぎゅっと握りしめた。西山が花音の姿を舐めるように見てから、フッと笑った。

「宝城はここ一カ月ほど、乱れた食生活を送っているみたいだから。特製冷やし中華を作ってあげて。俺はこの辺で……」

　軽く頭を下げた西山が、玄関を出ていった。

（怒鳴られるかと思った、けど……）

　静かにドアが閉まってから、宝城に視線を向けた。宝城はさっきまでの怖い表情は消えて、にっこりと微笑んでいた。

「花音、お腹減った」

「え？」

「花音特製冷やし中華、作って」

「あ、うん……って、律、痩せた？」

　花音はサンダルを脱ぐと、宝城の頬に両手を当てる。頬が細くなっている気がする。頬だけじゃない。身体も細くなっている。着ているワイシャツが少し大きくなっているように見えた。

「西山の言う通り。ロクなもん食べてないから」

「何を食べて……いたの？」

「栄養ゼリー」

「他には？」

「西山が定期的にどっかの弁当を差し入れしてくれてたから、それを。あとは面倒くさいからコンビニで買い溜めしておいた栄養補助食品みたいなやつ」

「なんで？」

「料理できない」

「今まで……どうやって生きてきたの？」

「どうにか」

　花音が目を丸くすると、宝城がクスクスと楽しそうに笑いだす。

（笑い事じゃないから！）

　腰に手を回して花音を抱きしめると、甘いキスを落としてきた。下唇を優しく吸い上げると、舌を入れてくる。

「キスで……誤魔化さないっ」

「花音と出会う前は、仕事であちこち出てたから。スポンサーとか、会場のスタッフと一緒に外食してた。そうじゃないときは、西山が差し入れてくれるから。こんな長い間、家で過ごしたことなくて」

（そっか。手を怪我してなければ……）

　花音の視線は右手の傷へと降りていく。ガーゼ無しのテープが手のひらに貼られている。うっすらと見える傷は塞がっているものの、傷跡はしっかりと残っていた。

（まだ痛いのかな？）

　宝城の右手を無意識に触ると、テープの上からチュとキスをした。

「花音、誘ってる？」

「……えっ？」

「エッチしたいの？」

「……ちがっ──！」

　彼の手を離すと、慌てて首を左右に振った。恥ずかしくて頬が熱くなる。

（確かに……久しぶりに会うから……期待している部分はあるけど）

　会ってすぐに、とは思っていない。お昼ご飯を二人で食べて、少しピアノを弾いてからぐらいだろうって。

「僕は先に、花音の料理を食べたいな」

「もちろんっ。そのつもりだしっ！」

　赤い顔のまま花音は、大股でキッチンに向かった。後ろから楽しそうに笑い声をあげている宝城がついてくる。肩に掛けている鞄をキッチンに置くと、ぎゅっと抱きしめられた。

「それとも先に一回、やっとく？」

「ちょ……だめっ」

　花音のシャツの裾から手が侵入してくると、ブラジャーの上から胸を優しく揉んできた。指先で花音の弱い先端を摘まみ上げるのと同時に、耳たぶを甘噛みしてきた。

「ん……あっ」

「一回だけ……ね？」

　耳元で甘く囁かれる。慣れた手つきでブラジャーのホックを外し、花音の首筋に吸い付いた。

「汗かいて、きたなっ……い、あっ、だめっ」

「大丈夫。もっと汗をかくことしよ？」

「律……お腹、減ってるって……」

「減ってるけど……こっちもそれなりに限界」

　花音のお尻に、大きく盛り上がった熱が押し付けられた。

「え？　もう？」

「スイッチを入れたのは花音だよ？　あんなに厭らしく手にキスしてくるから」

「ずるっ……」

「こっち向いて」

　宝城の腕の中で、身体を回転する。身体を向き合わせると、どちらからともなくキスをし始めた。舌を絡め合う甘く蕩けるキスで、徐々に身体が溶けていくようだ。下半身が疼き、秘処が濡れてくるのがわかる。

　快感でがくっと足の力が抜けると、彼が支えてくれた。

「おっと……大丈夫？　両手をついて」

　と、流しの縁に手を置くように言われる。花音は彼の腕の中でまた回転すると、流しの縁に手を置いて身体を支えた。まるで宝城にお尻を突き出すような恰好になる。

「……んっ、やっ……、ここ……キッチン、だから」

「すぐ済むから。お昼、食べたら、ベッドに行ってもっとしよう、ね？」

　花音のベルトを外す音がした。ジーパンとパンツを一気に下げられる。下着についている花音の蜜を見て、宝城がクスっと失笑した。

「指を入れなくても平気だね」

「やぁ……んっ」

「花音、足を開いて。後ろから入れるよ？」

　ぐっと膣口が開く感覚に、甘い声が漏れる。クチュと肉棒を受け入れる音がして、花音は背中に強く快感が走った。一カ月ぶりの宝城の熱は、大きく感じる。

「あ、あっ……やっ、奥ま、で」

「ん、あ……キツい、な。久しぶりだから……花音、つらい？　痛くない？」

「へい、き、んんっ、あっ……でも、動いちゃ、やっ」

　ぎゅっと宝城の後ろから抱きしめられ、首筋に唇を這われる。うなじに歯を立てられると、ぞくっとしてお腹の奥がキュッと締まった。

「締め付けがっ……ここ？　気持ちいいの？」

「ん、あっ……わかんな……ゾクゾクするっ」

「花音、ごめっ。もう、無理……イカせて」

　宝城が腰を動かし始めた。ゆっくりかと思ったのは最初だけで、どんどんと速度は増していく。熱い吐息が耳に吹きかけられると、花音の身体が沸騰しそうになった。

「あっ、あああっ。私も……」

「一緒に──」

　花音の弱い奥を何度も激しく突きあげられると、目の前が真っ白になった。腰が勝手に震えだし、中にいる宝城に噛みつくように締め付けるのがわかった。中に放つ彼の熱を吸い上げるように痙攣し、膝から力が抜けた。脱力して床に座り込んだ花音は、膝をつき顔を覗き込んでくる宝城にキスをした。

「もうっ！　これじゃあ、料理ができないよ」

（腰が……立てない）

「花音特製冷やし中華はお預けってこと？」

「誰のせいよ！」

「はいはい、僕のせいだね」

　宝城は嬉しそうな表情で笑うと、床に座っている花音を抱きあげた。

「ちょ……律？」

「ソファまで。腰が動くようになるまで、介抱するよ」

　お姫様抱っこで花音は居間のソファに連れていかれる。優しく降ろされると、宝城も隣に座った。互いの手を絡め合うと、花音は彼の肩に頭を預ける。

（好き……。私は律が好き）





　　　　　◇◇◇






　昼食とも言えない、夕食とも言えない中途半端な時間に冷やし中華を食べた。その後、一時間ほど地下の防音室でピアノを練習した後は、ずっとベッドの中にいた。久しぶりだったせいか、宝城の肌への密着がすごかった。

　身体の一部分が触れあっていないと嫌だといわんばかりに、抱きしめたり、手を繋いだり、キスをしたりしてきた。

「……律？」

　花音は眠っている宝城の前髪に触れた。癖のかかった髪は柔らかい。裸で彼は熟睡しているようだった。あまり眠れてなかったのか、目の下にはクマがある。

　花音が通っていなかった一カ月間は、どんな生活をしていたのだろうか？　食生活も乱れてて、顔色も良くない。睡眠不足なのも、目をみればわかるくらいだ。二十八歳のいい大人なはずなのに、中身はまるで子供みたい。

（そろそろ帰らないと）

　宝城の肩まで、タオルケットを掛けると起こさないように花音はベッドを出た。

　今日は一人で帰ろう。せっかく眠っているのに、彼を起こしたくない。帰るときは送るからって言うけれど。今夜は寝ててほしい。車で送ってもらうほどの距離でもない、と花音は苦笑した。

　女の子の夜道は危険だとか宝城は真顔で心配をしてくれるが、花音は例外だと思う。襲われても身を守る術は心得てる。むしろ、そこら辺の男性より強いと自負している。宝城だって花音の蹴りの強さを知っているはずなのに。初めて会った時から、普通のか弱い女子と同じように接してくれる。

　来たときと同じ格好に戻ると、花音は静かに寝室を出ていく。廊下に出ても、室内は涼しい。全室空調管理されている。さすが有名ピアニスト。稼いでるだけある。

　階段を下りて、居間に置きっぱなしの鞄を肩にかけると、宝城の家を後にした。外はむせ返るような蒸し暑さだ。暗くなっているのに、まだ蝉が馬鹿みたいに鳴いている。

　じわっと背中に嫌な汗が噴き出してくるのを感じながら、門へと歩き出した。

「土屋花音さん……だっけ？」

「西山、さん？」

　門を閉めたところで呼び止められて、心臓が跳ね上がった。まさか待ち構えているとは思ってなかった。西山の人を見定めるような視線は、心が苦しくなる。花音は鞄の取っ手を握りしめると、じっと見つめて次の言葉を待った。

「少し話をいいかな？　宝城のことで」

「あ、はい。少し……だけなら」

「じゃあ、駅前のカフェで」

　西山の後ろについて、家とは反対方向に歩き始めた。

『少し』ってどれくらいなのだろうか。宝城の何を話すのだろうか。西山と初めてあった日を思い出すと、花音にとってあまりいい話ではないと想像できる。彼はきっと、宝城がピアニストとして成功するためなら、どんなキツいことも言えるのであろう。

　宝城と別れろ、とか言われるのだろうな。近づくな、とか。

　十分弱歩いたところにある駅に到着すると、チェーン店のカフェに入った。西山はアイスコーヒーで、花音はアイスティーを。お代はいらないと、スマートな姿で奢られてしまった。

　向かい合って座り合うと、西山はブラックのままコーヒーを半分ほど一気飲みした。逆に花音はシロップを入れてクルクルとストローでグラスの中をかきまぜた。

「そんなに斜に構えないで。確かに初対面のときは失礼な態度をとったけど。宝城が君を受け入れているなら、俺は反対しない」

「……え？」

「宝城の態度に、君の首にあるキスマークを見れば。まあ……わかるよね。二人がそういう関係だって。付き合うなら、君にはいくつかわかってないといけないことがあると思うから。まさか病院に付き添っただけで交際するとは思わなかったよ」

「付き合う……あっ！　いえ、違いますっ」

　花音は慌てて、否定した。助けたお礼でピアノのレッスンを受けている旨の説明をした。お金で支払いできない分、身体の関係で支払っていると伝えると西山が驚いた表情をしていた。

「私には、り……いえ、宝城先生の教え子のように大金は払えないので」

「教え子って？」

「え？　あれ？　ピアノ教室にいた……フワフワした女の子です、けど？　教えてますよね？」

「いや。手を怪我した後、すぐに宝城はレッスンを断ったよ。いくつか妥協案は出したんだ。場所を変えて教えるとか、レッスン料を倍額にする、とか。宝城に提案したけど、頑なに断って、結局ね……今村が折れて。レッスンはなくなったんだ」

（頑なに断った？　私には頑なにレッスンするって言ったのに？）

　花音はシロップの混ざった甘いアイスティーを口に含んだ。茶葉の良い香りが鼻に抜けていく。

「驚いた。宝城……本気なんだ」

「違うかと……。私、ピアノの上達が遅くて。だから暇つぶしなのかと。手を怪我して、療養中だから」

「療養中？　宝城がそう言ったの？」

　頷くと、西山が呆れたように顔を緩めて笑いだした。

「違う、んですか？」

「違うよ。宝城自ら、仕事を全て蹴っている」

「ええ？」

（嘘っ！　だって療養中だから、邪魔じゃないって言ってたのに）

　西山の言葉に、脳内が真っ白になった。

「怪我して最初の二週間分の仕事はこちらで全てキャンセルしたよ。それ以降の仕事は宝城自らが蹴っている。仕事のオファーが入っても、ね。スポンサーである今村からの圧力もあるはずなのに。今日もその件で、俺が家に訪ねていったんだ。仕事を再開するように。だけど……宝城は頷かなかった」

「……なんで？　てっきり療養中だと思って、た……」

「なんでだろうね」

　西山が含みのある言い方をして、残りのアイスコーヒーを飲み干した。

「私の、せい？」

「だけじゃないと思うけど。それも一理あるはず。恋や愛に溺れるようなヤツじゃないと思いたいけど。十二月二十三日のジョイントリサイタルはやるって言ってるから。数カ月以内には、復帰してくれるとは思ってるよ」

「ジョイントリサイタル、ですか」

「毎年恒例なんだ。バイオリニストの永なが田た奏う音たと二人で。宝城と付き合うならこれも知っておいたほうがいい。永田奏音は婚約者だよ。お互いに恋愛感情はないけど、スポンサー同士の取り決めっていうのかな？　業界ではよくあることなんだ」

「そう……なんですか」

　婚約者という言葉にショックはあるが、すんなり受け入れられる自分がいた。数十分の演奏で大金を稼ぐような男にいないほうがおかしいくらいだ。

　婚約者がいても驚かない。むしろそのほうが、納得できる。

（やっぱり、責任とれないじゃない）

　これでは、責任とるとる詐欺だ、と花音は心の中で苦笑した。

　話せて良かった、と西山は笑顔で立ち上がると、カフェを後にした。花音は飲みきれてないアイスティーをゆっくりと飲み干してから店を出た。





　　　　　◇◇◇






　家に帰ってくると、シャワーを浴びて廊下に出てきたと思しき、一番上の兄・拓士が首からタオルをかけて立っていた。ガチムチ体育教師の兄の身体は存在感がありすぎて、花音は思わず笑みが零れる。

　花音の家にはむさ苦しい男しかいない。ここにいると宝城や西山のような線の細いはかなげな男性が特別に見えてしまうから不思議だ。

「おっ、帰りが遅かったな。花音に客が来てるぞ……男が」

「え？　男？」

「奏の知り合いらしいぞ。昔話に花がさいてやがる」

　花音は首を傾げた。奏兄の知り合いで、花音に用事があるような男性はいないはずだ。拓士兄が勘違いでもしているのだろうか？

　花音は不思議に思いながら靴を脱ぐと、居間のドアを開けた。涼しい風が身体に纏わりついて幸福感に包まれた。

「花音、遅いぞ！」

　冷気に幸せを感じているのも気にせずに、父親の野太い声が飛んできた。顔をあげて室内を見れば、宝城がソファに笑顔で座って兄と談笑していたようだ。

　奏兄と父親が並んで座り、一人掛け用のソファに宝城が長い足を組んで座っていた。

（律が家に馴染んでる……なんで？）

「お前、律にピアノを教わっているらしいな。ちゃんと言えよ！　兄ちゃんの友達なんだぞ？」

「はあ……えっ？」

「覚えてない？　松浦律だよ。空手教室が一緒だっただろ？」

「松浦律って……」

　花音は脳内でクエスチョンマークが飛び交った。

（え？　律が松浦律？　なんで？）

　松浦律といえば、花音の初恋の人だ。だが、目の前に座っているのはピアニストの宝城律のはず。何が起きているのだろうか。

「松浦君、引っ越して名前が変わったんだよね……宝城だった、かな？　ハガキにはそんな名前が書いてあったかと」

　父が、ちらっと宝城を見やって口を開く。

「ええ。両親が離婚して、母についていったので。僕は『宝城』の性を名乗ることに」

「……はあ？」

「間抜けな声を出すな、花音。馬鹿丸出しだぞ。ったく、律に迷惑ばっかかけてんじゃねえの？」

　兄の呆れた声を聞き流して、花音は宝城を見つめた。宝城はにっこりと微笑んで見つめ返してくれる。

（この人……私の初恋の人？）

　思い当たる節はあるにはある。同じ言葉を言ってた、『女の子なのにね。酷い男たちだ』と。それに、女の子扱いをしてくれた。松浦も宝城も、花音をか弱い女の子として扱ってくれた。

（え？　同一人物？）

　テーブルに近づくと花音は、力が抜けて床にぺたんと座り込んだ。

（私は……初恋の人にピアノを教わって……初恋の人とエッチを、してたってこと？）

「それより花音、聞いたぞ？　内緒でピアノ教室に通ってたんだと？　しかも昼飯代を削って月謝を払ってたとは。何を考えてるんだ！」

　このバカ娘が、と父親の拳が脳天に落ちた。痛みで頭を押さえると、涙目になった。

「だって……通わないと練習が……」

「ちゃんと言いなさい。月謝代くらい出すから。全く、昼抜きって……で、いくらなんだ？」

「あ……えっと……」

　花音は宝城に視線を送った。

（なんて説明すれば？）

「僕のレッスンでは、月謝は頂いてません。花音さんの事情を知って僕が練習を見ることにしたので。駅前のピアノ教室を辞めてもらい、僕の家にピアノがあるので自由に使ってもらってます」

「なら今後はレッスン代を」

「いりません。花音さんにも説明しましたが、僕はレッスンをつけるような人間じゃないんです。一演奏者であり、教師ではないので。ピアノも自宅に二台あるんです。だから仕事の邪魔にならないので気にしないでください」

　花音の父からの申し出を、宝城は丁寧に断ると爽やかな笑みを見せた。

（嘘つき……仕事、蹴ってるのに）

　宝城はどこまでも嘘つきだ。松浦律だったことも黙ってた。とれない責任をとるって言ったり。仕事は療養中だって言って、本当は蹴ってた。

「申し訳ない。松浦君には甘えっぱなしだ」

「ほんとだよ、花音！　ちゃんと律に、感謝しとけよ！」

　父と兄に睨まれるように見られて花音は肩身が狭くなった。

「感謝、してます」

「感謝するのは僕のほうですよ。花音さんに助けてもらわなければ、もっと大怪我になっていたでしょうから。まさか教室に、教え子の婚約者がナイフを持って暴れるとは思わなくて」

　宝城が右の手のひらを見せて肩を竦ませた。

「あっ！　これだったのか！　花音の蹴りで警察に呼び出されたの」

　身も蓋もない兄の言い方に、花音は苦笑を浮かべる。

（もうちょっとオブラートに包んでよ！　私、年頃の女の子っ！）

「レッスンはお礼も兼ねているんです。だから気にしないでください」

　宝城の言葉に父が再度、お礼を告げて頭を下げていた。大人同士のやり取りって、堅苦しく感じた。二十歳になった花音もすでに、大人の仲間入りを果たしているはずなのだが。父と宝城のやり取りを見ていると、まだまだ子どもなんだなと感じた。

　会話にひと段落つき、沈黙が流れると宝城がレッスンのことで花音と二人きりで話がしたいと願い出た。快く返事をした父の言葉により、花音の部屋で宝城と話をするのが決定される。

　階段で二階にあがると、花音は自室に宝城を案内した。こんなことなら、普段からきちんと部屋を綺麗にしておけばよかったと後悔しながら部屋のドアを閉めた。

「部屋……汚いけど」

「眠ってしまった僕も悪いけど、勝手に帰るな。焦るだろ」

　花音を力強く抱きしめると、悲痛な声をあげた。

（え──っ？）

「ごめ、なさい。気持ちよさそうに寝てたから悪いと思って」

「次からは起こしてくれ。西山に花音を見られた後だったから……不安でどうにかなるかと思った。携帯に電話しても出ないし……こんな思いはもうしたくない」

「えっと……ごめんなさい。でも！　西山さん、いい人でしたよ」

「やっぱり。西山といたか」

　ぎゅっとさらに強く抱きしめられる。痛くて苦しいのに、それ以上に宝城の不安が伝わってきて離れてとは言えなくなる。

「あいつに何か言われたか？」

「律が受け入れているなら反対しないってことと、あの……フワフワ女の子……えっと、詩織、さん？　のレッスンは手を怪我してすぐに律のほうから断ったって聞いた、けど。どうして？　私はレッスンしてくれるのに。スポンサーの娘……だっけ？　にはレッスンしないなんて。私より詩織さんのレッスンをしておいたほうが、いろいろと身のためっていうか。お金も入るし」

「言ったでしょ？　レッスンはお金のためじゃないって。花音は特別だから教えたいんだ。僕は演奏者だよ」

（なのに仕事は蹴っているの？）

　聞きたくても聞けない言葉が喉で突っかかっている。答えを聞く勇気がなくて、質問できない。婚約者の件も、聞きたいのに。宝城の口から出てくる答えを聞くのが怖い。

　宝城の胸に頭を預けると、花音は瞼を閉じた。今、この立場を失いたくない。彼の傍を離れたくない。意地の悪い人間だと周りに言われようとも、彼を独り占めできる場所を奪われたくなかった。

「たまたま蹴りが命中できただけで、律の特別になれるの？」

「違うでしょ、花音。あれはたまたまじゃない。狙って蹴ってた」

「えっ……知って……？」

「わかるよ。僕だって空手経験者だよ？　それにもっと前から花音だって気づいてた。ただどうやって接点を持っていいかわからなくて。ずっと遠くで見ているだけだったんだ」

（ずっと？　見ていた？　嘘……）

　花音は顔をあげると、宝城の顔を見つめた。頬を赤くして、視線を逸らしている。

「普通に『松浦律』って名乗ってくれれば、わかるのに」

「忘れられてると思ってたから。話したことなんてあまりなかっただろ？　いつも僕が見ているだけで。幼稚園生なのに、小学生に交じって大暴れしてる女の子が可愛くて可愛くて、たまらなかった。負けるとさ、本気で悔しそうな顔をして。勝てるまで何度も挑戦してた。中学生の奏に挑んで……邪険に扱われても、頭から突っ込んでいってさ。足にしがみついて、相手してくれるまで奏の練習の邪魔をしてる姿が愛らしかった」

　昔を思い出しているのか。宝城は懐かしそうに顔を緩めて、クスクスと喉の奥を鳴らして笑っていた。

（あれ？　お兄ちゃんの邪魔にならないように教室の隅でおとなしくしていた記憶しかないんだけど……？）

「中学生の部では大人しくしていたような？」

「全然だよ。たまに隅で座ってたけど。よくおじさんに怒られてたの、覚えてないの？」

「たぶん、都合の悪い記憶は消去されてるみたい。覚えてない」

「便利な脳みそだな」

「私も……ずっと見てた。すごく綺麗な型で。全てが完璧で。恰好良かった……あっ！」

　宝城の胸を押して、身体を放した。突然、温もりを失った彼は、両手を広げたまま茫然としていた。

「なに？」

「律が『松浦律』ならお礼を言わなくちゃって思い出して。ずっと言いたくて。大会の日に助けてくれたから。いつも通り練習に来ると思ってて……練習のときにお礼を言おうって。でも二度と来ることは無かったから。助けてくれてありがとう、律」

「ああ……大会の日？　あれが最後だったから。両親の離婚が決まって、本当なら大会も出なくていいって母親に言われてた。でもどうしても、花音の試合が見たくて。無理やり、ね」

「私の試合を？」

「ああ。友人の妹で幼稚園生の試合を見たいから、まだ引っ越したくないなんて中学生の男子が言えるわけないだろ？　だから最後の思い出に試合にだけは出させてくれって。そしたらピアノ一本で頑張るからって約束をしたんだ」

　恥ずかしそうに笑う宝城の胸の中に、花音は戻った。

（もしかして……私たちずっと、両想いだった？）

「律、好き。幼稚園のときから……」

「ああ。僕もずっと好きだったよ──って花音は途中、浮気してるけどね」

「え？」

　顔をあげて宝城を見上げると、片眉をあげて微笑んでいた。ジーンズのズボンの上から花音のお尻を撫で上げると、耳に口を寄せた。

「なんだっけ……片思いしていた相手には『ガチムチ女、欲情するわけない』って、言われたんだっけ？　僕はそんなこと言ってないから。浮気、だよね？」

「ちがっ──」

「違くない。お仕置き必要？」

「やだっ」

　フルフルと花音は首を激しく左右に振った。

（律のお仕置きはしつこいから、いや……腰がおかしくなる）

「しないよ。花音の家でシたら、奏に殴られる」

　花音は、宝城の胸を叩いて頬を膨らませた。

「期待させちゃった？」

「してないっ……でも」

　楽しそうに笑う彼だけど、本当は抱きたいんじゃないかって花音は思う。密着しているからわかる。彼の欲望が大きく膨らんでいるって。

　花音は上目遣いで、ジッと見つめた。額にキスを落とした彼は「大丈夫だから」と声にならない言葉で呟いた。

「つらいんじゃ……？」

「そりゃあね。やっと想いが通じ合ったんだから、抱きたいよ。今までの花音は、レッスン代のためだけに抱かれてただけだろ？　花音がぐちゃぐちゃになるまで抱き潰したい……でも、今夜は我慢するよ」

　だから離れて？　と言わんばかりの表情をされて、花音は名残惜しく思いながら距離を開けた。もっとくっついていたいのに。

「キスしてもいい？」

「駄目」

「どうして？」

「これ以上の接触は禁止。自制がきかなくなるから。明日、ね。僕の家に来て。待ってるから」

　花音の唇に人差し指を置いた宝城が、寂しそうな笑顔を浮かべた。花音よりもきっと彼のほうが触れたいはず。

　花音の頭を優しく撫でてから、部屋を後にした。花音も宝城を見送るために、後ろをついていく。

（明日……早く明日にならないかな）

　宝城にめちゃくちゃに抱かれると想像しただけで下半身が疼き、熱くなるのがわかった。
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「律、怒ってる？」

「怒ってる……ていうか……気に入らない」

　玄関のドアを開けた宝城が、花音の姿を見て無表情になった。腕を組んで、鋭い瞳で見下ろしてくる。

　まさか不機嫌になるとは予想してなかった。

（だからって、悦ぶかも……とも、思ってないけど）

　そこまであからさまに、不機嫌さを表情に出されるとは思わなかった。

　慣れないワンピースに、花音は足をこすり合わせると上目遣いで宝城を見上げた。

「似合わない？」

「……そういうことでもなくて……」

　花音から視線を逸らした彼は、口に手を当てて困った表情に変化した。

（じゃあ……なに？）

　怒ってるわけじゃない。似合わないわけでもない。なのに気に入らない、とは。

　花音は口を尖らせて考え込む。何がいけなかったのだろうか。宝城が無表情になる理由がわからない。

　滅多に着用しないワンピースを、女子会の罰ゲームだったとはいえ、花音は着た。友人のワンピースを借りてるから、数日中には返さなくちゃいけないが、宝城に見せたいと思ったのだ。サークルで意外と好評だったから。

　女の子らしい恰好をしている花音の姿を見てほしかったのだが……どうやら、宝城には受けが良くなかったようだ。

　玄関の扉が開くなり、怖い顔になるなんて。

「えっと……やっぱり似合って、ない、かな……。短大メンバーでオールして、ね。ゲームしたんだけど、ぼろ負けしちゃって。罰ゲーム……なんだ」

　ドアを開けたまま身体が固まっている彼の横を通り過ぎて、家の中に入る。スニーカーを脱ぎながら、「やっぱ着替えるね」と手に持っているサブバックを床に置き、中に入っているシャツをまさぐった。

（あれ、どうしよ。今更、恥ずかしさがこみ上げて……）

　顔が徐々に、火照っていくのがわかる。可愛いとか似合うとか、そんな言葉は期待していない。似合わないのは誰よりも自分がわかっているから。

　でも正直、少しくらいの笑顔は見たかった。嬉しそうに笑ってほしかったのに。

　じゅわっと目頭に涙が溜まっていくのがわかると、急に後ろから強く抱き着かれた。

「僕より先に見た男共がいるのかと思ったら……キレそうで」

「……えっ？」

「サークル帰りに家に寄ったんだろ？」

「う、うん」

「確か、男もいるって話していたよね？」

　宝城の息が首筋にかかって、くすぐったい。花音は腰をねじりながら頷いた。

（もしかして……ヤキモチ？）

「いるけど。サークルの男子たちは誰も私のことを女扱いしてないよ？　それに彼氏がいるって知っているし」

　ピアノの先生と付き合い始めた……と短大のサークルメンバーには話してある。だからピアノの上達が著しいのか、と妙に納得されて恥ずかしかった。

　高身長で男子高校生に間違われるような女を、可愛いと特別扱いしてくれるのは今のところ、宝城しかいない。ワンピースを着てサークルに参加してきたけれど、好評ではあったが、ちやほやされるような出来事はなかった。花音が女装している、とからかわれたが。

「男どもがどう思ったかなんて、わからないだろ？　ヒラヒラしたスカートで……風が吹いたら下着が見えるじゃ……ない、か……って、え？　紐パン──っ！」

　スカートを捲りあげた宝城が声を裏返した。

「ちょ……ダメっ」

　花音はスカートをさげると、彼から離れる。靴を脱ぎ、玄関をあがると顔を真っ赤にさせた。眉間に皺を寄せた宝城の顔は、険しさが倍増されていた。

「なんで紐パン」

「これも罰ゲームの一環で……」

「紐パンである意味あるの？　サークルには男いるのに。紐パンって……」

（これはサークルの男子ってよりも──）

　花音は超絶不機嫌になった宝城の目を見つめた。

　サークルの後に彼氏に会うと知られていたから、宝城に見せるための罰ゲームだ。耳まで真っ赤にして花音は口をパクパクさせた。

「ババ抜きなのに……どうして一度も勝てなかったんだろう。帰りに彼氏に会うって知られてて……」

「もしかして……僕に見せるのが罰？」

「いつも兄のお下がりの服だから。女の子っぽいのを着たら悦ぶよって……でも、律は怖い顔しかしてないから失敗だね……」

「そういうことなら、悦ぶよ」

（……え？　どういうこと？）

　サンダルを脱いで宝城も家の中にあがると、花音に手を差し出した。そっと彼の手を握ると、ぐいっと抱き寄せられる。

「でもね、花音。今後は僕に会うとき以外は着ないでね。他の男には見せたくない。こんなに可愛い花音の姿を知っていていいのは僕だけ」

　熱い吐息とともに紡ぎ出される甘い言葉に、身体が勝手に反応してしまう。お腹の奥がムズムズして、落ち着かなくなった。

　宝城の手が腰に回ると、熱い口づけを交わす。互いの唇に吸い付いて、ちゅっと音が鳴ると繁みが潤んでいくのがわかった。

　糸をひきながら、唇が離れていく。

「花音、スカート持っててね」

「ちょ……何を……」

「せっかくだからね。悦ばせてもらうよ？」

「ひゃ……あっ。やだっ……だめっ。立ったままは……」

　スカートを持たされた花音は立ったまま、パンツ越しに秘処に触れられた。すうっと指先でなぞられて、充血し始めている真珠を弾かれる。

「少し濡れてる。いつから感じてたの？」

「感じて……ない」

　花音は否定して首を振る。

　嘘だ。感じてる。宝城に紐の下着を身に着けていると知られてから、ドキドキしっ放しだ。きっと抱いてもらえる、と期待してた。

　いつもと違うエッチになると思っただけで、お腹の奥がムズムズしてた。

　宝城は膝をついて、スカートの中に頭を入れる。秘処を隠す薄い布を吸い上げるようにキスをした。

「やあぁ……んあっ、それ、ああっ」

「気持ちいい？」

「足が……ガクガクして」

「ここは？」

　布越しに指先で、膣口を押す。繁みの中はかなり潤っているようで、パンツに蜜が染み込んでいく。

「律、やめっ。玄関だし……立ってるの嫌だ」

「楽しませてくれるんでしょ？　それに、花音のここはもう十分に仕上がってるよ？　僕のが欲しいってヒクヒクしてるのがわかる」

「ちがっ……だって、触るから」

「触ったら誰にでも反応するの？」

「いじ……わるっ。律、だけ」

　スカートから顔を出した宝城が、火照った顔の花音を見て満足そうに微笑んだ。

「可愛い、花音。花音がイッたら、移動しようか。それまで立ってて」

「え？　そんな……」

「大丈夫。すぐに気持ちよくしてあげるから」

　スカートの中に顔を入れられると、パンツの生地を少しだけずらされる。宝城は舌先で繁みの奥へと侵入すると、花音の蜜を吸い上げてきた。

「あっ……だめっ、汚いから」

「綺麗だよ。甘くて、美味しい……どんどん溢れてくる」

（ああ……気持ちいい……でも足が）

　膝が震えてしまい、立っているのが辛かった。

　じゅるっと吸い上げる音とともに、花音は限界に達して、足から崩れていった。床に座り込むと、宝城が抱きしめてくれる。

「立ってるの……無理」

「ソファに移動しようか」

　宝城と手を繋いで、花音は居間に移動した。花音だけがソファに座り、宝城が床に膝をつき、花音と向かい合った。

「花音、足を開いて」

「え？　丸見え……になっ……。いやっ──」

「パンツがびしょ濡れで恥ずかしい？　冷たいのわかる？」

「言わないで……恥ずかしいから」

（どうして……こういうときの律は意地悪なの？）

　花音は顔を覆って首を横に振る。

　花音の愛液でパンツが濡れているのはわかっている。脱がされない限り、さらに濡れてしまうだろう。

「ねえ、脱いでも……」

「駄目。僕を悦ばせてくれるんでしょう？」

「でも……濡れちゃうから」

「いいよ。たくさん濡らして。僕が飲むから」

　言うや否や宝城が花音の下の口にキスをした。ディープキスをするときのように、膣口に舌を這わせてから、勢いよく吸い上げる。背中から走る快感の波に、花音の腰が自然と揺れ動いた。

　大きな波がじわじわと押し寄せてくるのがわかる。もう少しで、全てが真っ白になる。花音は彼の頭を掴むと、大きな嬌声をあげ始めた。

「だめ、だめ……もう、イッちゃいそう……」

「いいよ」

「あっ、ああっ……あああああっ──」







[image: ]









　ビクビクと全身を震わせると、目の前が真っ白になった。荒い呼吸だけが花音の耳を支配している。

　ソファにぐったりと身体を預けた花音は、身体が熱くなって一気に噴き出した汗に恥ずかしさを覚えた。まだ服を着たままの状態で、一人で勝手に頂点を味わってしまうなんて。はしたない。

　幸せそうに微笑んだ宝城は、花音の隣に腰を下ろすと肩を抱きしめて額にキスをしてくれた。

「可愛い、花音。好きだよ」

「一人で……勝手に……恥ずかしい」

「勝手にじゃない。僕が傍にいたでしょ？　イッてもらうように、花音の弱いところを攻めたんだから。恥ずかしがらないで」

「……次はベッドが、いい……」

　囁くように呟いた言葉に、宝城は頷くと立ち上がった。ぐったりしている花音をお姫様抱っこしてくれる。

「ベッドに行こう。花音と繋がりたい」

「私、も」

（律と一緒に……気持ちよくなりたい）

　一人でイクよりも、二人一緒がいい。宝城に攻められるより、二人で甘く蕩けるようなエッチがしたい。宝城の体温に包まれると、それだけで心地よくて好き。

　耳元で腰のリズムと合わせて漏れる吐息も、花音を興奮させる。名前を何度も呼ばれて、快感で崩れる彼の表情は煽情的だ。

　ベッドでこれから乱れるであろう宝城を想像するだけで、花音は繁みの奥が湿っていくのがわかった。
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　花音は夢ゆめ現うつつのまどろみの中で寝返りを打ち、手を伸ばす。あるはずの温もりを求めて手が動くのに、目当ての身体はなく、空を切る。

（いない？）

　うっすらと目を開けると、ベッドには誰もいない。一人だけで横になっていた。

　夜通し遊び、朝からサークル。午後は宝城と熱く甘い時間を過ごした花音は、疲労でぐっすりと眠ってしまったようだ。

　薄暗い室内には、人の気配はなく、ベッドのシーツも冷たい。宝城が部屋を出ていってから、かなりの時間が過ぎているのだと理解した。

　ベッドから足を出して座る。床に落ちているワンピースを手に取ると、頭からかぶった。

（どこにいるんだろう？）

　いつも、宝城は花音の隣にいてくれる。眠ってしまっても、起きるまで傍に居てくれるのに。

　不安を覚えながら、花音は背中のファスナーをあげた。

　そっと部屋のドアを開ける。やはり人の気配はない。花音は廊下に出ると、一階に降りていった。居間にでもいるのだろうか？　顔を覗かせるが、居間も暗いままで人はいなかった。

（もしかして地下のレッスン室に……）

　今は仕事を蹴っているが、近々、復帰するんじゃないかと西山が言っていたのを花音は思い出した。十二月には、婚約者と言われている女性とジョイントリサイタルがあるって言っていた。

　考えるだけで、婚約者というワードが胸に突き刺さって痛いから、考えないようにしてたけど。復帰に向けて、空いている時間は練習しているのかもしれない。

　地下への階段をゆっくりと降りていく。微かながらにピアノの音が聞こえて、彼が地下にいると確信に変わった。

（え……？　でも──っ）

　徐々に大きくなっていくピアノの音色を聞いて、花音は眉間に皺を寄せた。花音にすらわかってしまう不安定な音階。ときおり響く不協和音。

　自分以外にもしかして生徒をつけたのかもしれない、と思いたかった。絶対にとらないと言っていたけれど、事情が変わった、とか。

　レッスン室のドアの少しだけ開いている隙間から、花音は室内を確認した。宝城じゃない人が弾いているんだ、と。新たな生徒ができたんだ、と。

（うそっ……そんなっ！）

　ピアノの椅子に座っているのは紛れもない宝城だった。

（違うっ。律じゃない！）

　もう一度しっかりと見るが、やはり椅子に座っているのは宝城だ。花音は廊下に視線を戻すと、壁に背中をつけて口を押えた。身体が芯から震えてくる。

　違うと思いたいのに。目で見た光景が脳裏に焼き付いた。同時に、耳は奏でていた音楽を記憶している。

「指が……律の、指が」

（動いてない）

　宝城が仕事を蹴っている理由がわかってしまった。

「くそっ！」

　思うように弾けない悔しさからか、宝城の悪態が花音の耳を貫いていく。心まで抉られるかのようだ。心臓を誰かに鷲掴みされたかのように、痛くて苦しかった。

　宝城の辛さが伝わってきて、涙が出てきた。弾きたいのに、弾けない。思ったように指が動かない苦痛は、相当なものだろう。それを隠し、ずっと花音に優しくピアノを教えてくれていた。わからないメロディーを弾いてくれるとき、今思えば、宝城は右手ではなく、いつも左手だった。

　気づけなかった。宝城が怪我して以来、ずっと苦しんでいたことに。毎日のように一緒に過ごしていたのに。

　花音の実習で一カ月ほど会えなかったとき、宝城は頬が痩せこけていた。料理ができずに、大したものを食べていなかったからと笑っていた。本当は、違ったのではないか。ピアニストとしての危機を感じて、食欲が失せてしまったのではないか。

　今まで不思議に思っていた事柄に辻褄が合い、一本の糸になった気がした。

「……花音？」

　宝城の声がして、花音は驚いて肩が跳ね上がった。息を潜めて、立っているつもりだった。静かに知らない振りをしてこの場を離れようと思ったのに、彼には気づかれてしまったようだ。

「いるんだろ？　おいで……」

　意を決して、花音はレッスン室のドアを押し開いた。ピアノの椅子に座っている宝城が、力ない笑顔で見つめている。

「僕より酷い顔をしてる」

「だって……」

（知らなかった……律が苦しんでるって。こんな辛い思いを抱えていたなんて……）

　宝城の前に立った花音は、眉尻をさげた。彼は腰に手を回して、抱き着いてくる。まるで小さい子供が甘えるかのような抱き着き方だった。

「今の僕を見てほしくて、気づいてもらえるように、わざとドアを少しだけ開けて練習してた。だから、花音が申し訳なさそうな顔をしなくていいんだ」

「いつから？」

「もう、ずっとだよ。怪我した夜には、医師から言われていた。後日、検査するべき、とも言われたけど行ってない。西山にも、母にも言うなって病院には伝えてある。が、あそこはスポンサーの今村の息がかかっている病院だ。僕がずっと仕事をしない理由が怪我だと今村にバレれば、病院側も話すだろうね」

　ピアノ教室での一件で、宝城の右手親指が動かなくなってしまった。あくまで演奏者と言い、プライドをもったピアニストである彼にとって、どれほどのダメージなのだろうか。想像できないほど、苦しい思いをしてきているはずなのに。

　花音といるときは、全く落ち込んでいる気配すら出さないでいたなんて。

「右の親指だけなんだ。動かないのが！　だからすぐに克服できると思った。けど……たった一本。動かないだけで曲は総崩れ。親指を使わない指使いを叩きこみたいのに、脳みそが錯覚するんだよ。うっかり、動いているときと同じように親指を使ってしまうんだ」

　花音は抱き着いている彼の頭を優しく撫でた。怪我をしてからずっと、一人で不安と恐怖を味わってきたのだ。打ち明けてくれた今、温かい気持ちで抱きしめてあげたいと思った。

（傍にいたい。律の傍に……）

「そろそろ限界だな」

　宝城の独り言に、花音は驚きの声をあげて身体を放した。彼は疲れた表情で口元を緩めると、ピアノの椅子から立ち上がった。

　ほどなくして、家の呼び鈴が鳴り出す。

「花音が寝ている間に、西山を呼んでおいたんだ。もう隠し通すのも限界……全部、話すよ。花音、僕の傍に居てくれる？」

「もちろん」

　宝城の安心した笑みを見てから、花音は手を繋いだ。二人でレッスン室を出て、玄関へと足を向けた。





　　　　　◇◇◇






　宝城と西山が、ダイニングテーブルで向かい合うように座る。花音はキッチンでアイスコーヒーを淹れてから二人に出すと、宝城の隣に腰を下ろした。

　緊張感漂う空気に、深呼吸をして気持ちを落ち着けてから、彼の口が動いた。

「西山に話をしなくちゃいけないことがある」

「今後の予定ですか？」

「ああ……そうだな。予定の前に一つ、話させてほしい。右手の怪我が原因で、親指が動かせない。今までのようにはピアノが弾けないんだ」

　だいたいの察しはついていたのか、西山に大した表情の変化はなかった。何カ月もすでに仕事を蹴っていたのだから。怪我が原因で動かないのかもしれないという予想はすでにできていたのかもしれない。

　小さく息をついた西山が、アイスコーヒーを喉に流しこんでから黒い革の手帳を広げた。

「今までのように弾かない練習のため、休んでいたのですね。ではいつから復帰しますか？」

（え？　もっと心配はしないの？　指が動かないって言ってるのに）

「十一月から復帰する。ジョイントリサイタルに目標を置き、親指を使わない編曲が必要になる。それと舞台から離れていたから感覚を取り戻すために、十一月に三件だけライブの仕事を入れてくれ。あとの仕事はジョイントリサイタルを終えてから考える」

「わかりました。今村にもそう伝えておきます」

「ああ、頼む」

　西山が箇条書きで要件を書き終えると、手帳を閉じて立ち上がった。ビジネス鞄の中に手帳を仕舞い、花音を見てにっこりと笑いかけた。

「花音ちゃんのおかげかな」

「え？　あ、いえ。私は何も……」

　慌てて首を振る。

（私じゃない。私は何もしてない。決めたのは律だから……）

　宝城と西山で二つ三つほど言葉を交わすと、玄関へと足を進めていった。花音は二人の後ろを歩いて、西山を見送った。

　宝城の横顔が凛々しく見える。覚悟を決めた男の顔とは、こういうものだろうか？　ずっと隠していた親指の話をして、それでもピアニストとして前に進もうとしている彼は、とても美しくて恰好いい。

　西山が去り、玄関のドアが静かに閉まると花音はそっと宝城の左手に触れた。

（傍に居たい。律を支えていきたい）

　二人で向かい合うように立つと、どちらからともなく深いキスを交わした。宝城の手が腰に回り、抱きしめ合う。花音は、広い胸に顔を埋めて瞼を閉じた。

「花音、今までのように練習を毎日、見てあげられなくなる」

「だ、大丈夫です」

（たぶん……きっと）

　ピアニストとして復帰しようとしている宝城の邪魔はしたくない。応援したい。花音のピアノの練習で、足を引っ張りたくない。

　ピアノの基礎はしっかりと宝城から教わったから、また駅前の山野音楽教室に習いに行っても、前とは違う成長ができると思う……でも、やっぱりできることなら宝城に教わりたい。

　宝城が寂しそうに微笑んで、花音の額にコツンと頭をつけた。

「僕が大丈夫じゃない」

「律……？」

「毎日、会いたいんだ」

　ズボンのポケットから、キーホルダーも何も付いていない鍵を出して、花音の手の中に入れてきた。

「これ……は？」

「ここの家の鍵。僕は地下に籠る生活になると思うから。インターホンを鳴らしても、練習に夢中になると気づかないと思うんだ。だから、それで入ってきて。ピアノは一階にあるのを使ってくれればいい。防音設備はないから十九時までしか使えないけど」

「うん、ありがと」

（遅くまで練習したいときは、短大のレッスン室を借りれば大丈夫）

　宝城から渡された鍵を、眺めた。好きな人から渡される家の鍵は、まるで指輪をもらったかのような嬉しさがこみ上げてくる。

　ぎゅっと握りしめると、幸せを噛みしめた。





第五章




　十月に入り、花音は後期の授業が始まった。前のように宝城はレッスンしてくれなくなったが、必ず週に一回は花音のピアノを見てくれる。卒業の課題曲も決まり、普段の授業の曲と課題曲とを一緒に練習している。

　今日は早く講義が終わったので、短大のレッスン室には寄らずに、宝城の家に行く。スーパーで食材を買い込んで、家にあがれば、誰もいないかのように室内は静かだった。

（今日もレッスン室か）

　買ってきた食材をキッチンに置くと、地下の階段を下りていく。部屋の前には、空になったお皿がのっているお盆が置いてあった。

　ここずっと、籠りっぱなしだ。西山がもってきてくれたライブの仕事まで、あと一カ月をきっているから、宝城も余裕がないのかもしれない。

　寝室のベッドで寝ている形跡は全くなく、地下のレッスン室で寝ているようだ。寝ても覚めてもピアノなのだろう。

　花音はお盆を持って、一階にあがっていく。

（あまり無理をしてほしくない）

　最近の宝城は根を詰めすぎな気がしてならない。しっかりとした睡眠もとらず、食事だって花音が学校帰りに用意している夜食のみしか食べてないようだし。

　もっとご飯を用意してあげたいとは思うが、花音にも学校がある。一日三食の用意はなかなか厳しい。

　キッチンに行こうとすると、玄関でドアの開閉音がした。花音は玄関に足を向けると、スーツ姿の西山がケーキの箱を持って靴を脱いでいるところだった。

　練習を再開した宝城が西山も気になるようで、以前よりも増して、ちょくちょくと家に顔を見せてくれる。が、練習中の宝城は一切、誰にも会わないため、差し入れだけして帰っていた。

「西山さん？」

「あ、花音ちゃん。今日は早いね。差し入れだよ」

「わあ！　ありがとうございます……あ、でも……律はずっと籠りっきりで」

「宝城の分はないよ。花音ちゃんに、差し入れ。毎日、頑張ってるから」

　西山と一緒にダイニングに入る。花音は流しに食器を置くと、コーヒーの用意を始めた。

「頑張っているのは律で……私なんて」

（大したことはしてない）

　一日一食分の食事と、洗濯と掃除ができる程度だ。部屋に籠って、練習している宝城に比べたら……何もできてないのと同じだ。

「頑張ってるよ。短大の後に、毎日食事作りに寄ってるでしょ。宝城がぶっ倒れずに、ここまで集中して練習できているのは、花音ちゃんのおかげ。あいつ……ストイックだからなあ。ライブ前なんて、点滴ばっかしてたよ」

「え？」

「栄養を考えて食事、作ってくれる人いないから。今どき珍しい栄養失調で……ぶっ倒れる」

「は？」

（倒れる？）

　今は大丈夫なのだろうか？

　花音は思わず、ダイニングのドアを眺めた。レッスン室で一人、倒れているってことはないだろうか？

「ああ、大丈夫。ヤバいときはラインがくるから。腹減った、とか。動けない、とか。そのくせ固形物は食べたくないとか我が儘言ってくるし。面倒くさい男なんだよ、宝城は」

　西山が困った表情を作って、肩をすくませた。

（固形物、食べたくない？）

　空の皿を見やる。普通に食べるみたいだけど。本当は嫌なのだろうか？

「花音ちゃんが作ったものなら、何でも食べると思うよ」

「ならいいんですけど……。今まで、家政婦とか雇わなかったんですか？」

（いてもおかしくないと思うけど）

「宝城が嫌がるんだ。今村の娘のレッスンも嫌がってたでしょ？　他人と接触するのが好きじゃないみたい。でも、花音ちゃんだけは別みたいだね。あのキスマークの量に、最初見たときはびっくりしたよ」

「や……やめてください！　恥ずかしい」

　花音は顔を真っ赤にさせた。西山に知られてしまったときのことを思い出した。

　アイスコーヒーを淹れた花音は、ダイニングテーブルに座っている西山の前に置いた。自分の分のコーヒーもテーブルに置くと、椅子に腰かける。

「本当に、花音ちゃんの存在は偉大だよ」

　瞼を閉じた西山が、改めて何かを想い返しながら呟いた。

（私は何もしてない……と思うけど）

「実はさ。知ってたんだ。宝城の右手の親指が動かないかもって」

「え？　知って……いたんですか？」

「病院側が黙ってるわけないでしょう？　今村の援助なしでは経営していけないんだから。スポンサーの今村も、宝城の母親も知ってた。検査に行ってないのも、わかってた。ただ何も言わなかっただけ。選ぶのは宝城自身だし、今更ピアニストを辞めるとも思えなかったし。何が何でも復帰して、這い上がってくると思ってた……親指が動かないのは隠したまま、で」

「隠したまま……で？　そんなはずは」

「宝城はそういう人間だったんだよ。今まではね。花音ちゃんと会って、変わったよ。いい意味で人間らしくなった」

　西山が嬉しそうに笑い、アイスコーヒーを口にした。

　まるで宝城が人間じゃないみたいな言い方に、花音は悲しくなる。どういうピアニストだったかなんて、花音は知らない。だから口出しできる内容じゃないけれど、宝城は宝城だ。

　優しくて温かくて、意外と嫉妬深い。粘り強くて、花音の練習に根気よく付き合ってくれる人だ。

「でも、知っていたのに何も言わずに待っているなんて、今村さんも律を信頼しているんですね」

「違うよ。あの二人には信頼関係なんて無い。今村は宝城を大金の成る木ぐらいにしか思ってない。宝城もそれをわかっているから、弱みを見せずにやってきた。だから親指の話をしたときは驚いたんだよ」

「そんな……大金の成る木だなんて、ひどい」

「そういう世界なんだよ、ここはね」

　さあ、ケーキを食べて……と暗くなった空気を明るくしようと西山がケーキの箱を花音のほうへ押し出した。受け取ろうとすると、家のチャイムが鳴り響く。

「珍しい来客？」

「あ……待って」

　西山が立ち上がろうとする花音を呼び止めた。中腰のまま動きを止めて、前にいる西山に目を向けた。

「花音ちゃんは出ないほうがいいと思う。俺が対応するから」

　そう言って西山が立ち上がって、玄関のほうへと歩き出した。花音は、ドアを少しだけ開けたまま、そっと様子を窺う。

　西山は誰が来たのか、わかっているのだろうか？　あまり人が訪ねてくる家でもないから、目星はついているのかもしれない。

「西山か。律の様子はどうだ？」

「毎日、頑張ってますよ」

「頑張っているかどうかじゃない！　演奏できるのかそうでないか、だ。十二月のジョイントリサイタルが最後……というわけにはいかないんだぞ。あいつの容姿は金になるんだ」

（は？　容姿が……金になるって？　ピアノは？）

　玄関から聞こえてくる会話に、花音はムッとした。

　白髪の男と、長い髪を結い上げている女性が見える。横柄な態度の白髪の男が、たぶんスポンサーの今村なのだろう。その後ろからついてくる女性は……もしかして、宝城の母なのだろうか。似ている、と言われれば似ているような気もする。

「律のことだから、できるとは思うけど……万が一ってこともあるし」

　女性が今村と思しき男の腕に絡み付いて、杞憂の声をあげた。なんでだろうか？　心から心配しているようには聞こえないのは。西山から『金の成る木』としか見ていないと聞いたばかりだからか。

　西山を先頭に、来たばかりの二人が地下へと階段を下りていくのを見送った。気になった花音はそっとドアを開けると、忍び足で後を追う。遠慮なくレッスン室の防音扉を開けると、三人が入っていくのが見えた。

「指が動かないと、西山から報告があったが……その後の調子はどうなんだ？　本当にできるのか？」

　高圧的な言い方に、花音はさらに苛立ちが増す。できるできないよりも先に、指の心配をしてほしい。ライブに向けて、練習に勤しんでいる彼を認めてほしい。ベッドでゆっくり休む時間すら勿体ないと、打ち込んでいるというのに。

「相変わらず、何の連絡もなく……突然の訪問で」

　久しぶりの宝城の声が聞こえてきた。ものすごく機嫌の悪い声だった。低くて、ぶっきらぼうで怖い。

「律、今村さんに失礼でしょ、その言い方」

「母さんまで。一緒だとは」

「で？　弾けるのか？　弾けないのか……どっちだ？」

「弾けますよ」

（……え？）

　宝城の返答に花音はぎゅっと胸が締め付けられた。

　一カ月前の宝城は、弾けないと悲しい笑みを見せて苦しそうにしていたのに。今は、弾けると言い切っている。

「ほう？　また随分と強気な……。なら弾いてみろ」

「どの曲がご希望で？」

「こちらから曲指定していいと？」

「僕が選んだ曲なら、ここ一カ月での猛練習での結果だから、ということにされても迷惑なので。そちらの希望する曲を弾きます。それならご納得されるかと」

「なら、リストのラ・カンパネラとショパンの黒鍵のエチュードを弾いてみろ。どちらも難易度が高く親指が必須だからな」

「そうですね」

　感情のない返事の後に、ピアノの音色が聞こえてきた。一カ月前に聞いたときとは違う、滑らかで綺麗な高音が耳に響いた。以前はバラバラだった指が一つに纏まっている。たった一カ月でここまで動くようになるなんて──。

（うそ……すごい）

　悔しそうにたった一本の指が動かないだけで、と言っていた宝城が別人のようだ。これがプロというものなのだろうか。花音には完璧に聞こえた。

「親指、動いてるじゃないか。動かないから編曲が必要だ、とか言っておいて。これなら平気だな」

「十一月復帰と言わずに、すぐに仕事をとってきてもいいくらいじゃない。心配していたのよ」

「まだまだです。復帰を早めるつもりはありません」

「勿体ないわあ」

「納得していただけたなら、帰っていただけませんか？　練習したいので」

　花音といるときの宝城とは別人と思うほどの冷たい声だ。親と話すのに、敬語だなんて……。

（あ、やばっ。階段、あがってくる！）

　花音は小走りで階段を駆け上がると、ダイニングルームに飛び込んでドアを閉める。音を立てないように数センチだけ隙間を開けると、玄関に視点を合わせた。

　今村と宝城の母が玄関で足を止めると、後ろから付いてきた西山に振り返った。

「お前が全然、弾けてないって言うからどうなるかと思ったが……ちゃんと弾けてるじゃないか。大袈裟に言いおって」

「宝城の努力の結果だと思います。正直、ここまで仕上げてきているとは思いませんでした」

「ところで、アレに女ができたっていう噂を耳にしたんだが？」

　今村の問いかけに、花音の心臓が跳ね上がった。『女』というのは、自分のことだ。何を言われるのかと身構え、より一層耳が敏感になる。

「宝城に女、ですか？　まさか。他人と親しくなるのでさえ嫌がる彼に、恋人ができるとは思えない」

「そうか。お前もグルか。アレには奏う音たがいるんだ。どうせ女は、律の金目当てだろう？」

「……宝城が本気でも？」

「金をいくら積んでもいい。別れさせろ。奏音と一緒にならなければ意味がない」

（金目当て？　ちがっ……）

　お金なんていらない。宝城だから一緒に居たい。傍に居たいだけなのに。

　今村たちが家を出ていくと、花音は知らず知らずのうちに止めていた息をゆっくりと吐きだした。

「宝城の気持ちは……無視ってこと、ね」

　玄関のドアがしっかりと締まってから、西山がため息をつきながら呟いたのが聞こえた。彼が振り返るのと同時に、花音は居間のドアを開けた。困った表情で、首の後ろを掻いている西山に近づく。

「今の……って」

「聞こえました。別れろって」

「だよね。今の宝城を考えると、君と別れるのは得策とは言えない……が、上から言われたら逆らえない」

　腕を組んで、口をへの字に曲げていた。花音も小さく息を吐きだすと、眉尻をさげた。

　大人の事情というのがわかる年だ。幼い頃のように、「嫌だ」と駄々を捏ねればどうにかなるとは思っていない。でも、宝城の将来を想うなら、別れるのがベストだと理解していても、心が言うことをきいてくれない。

「君に最終決定権を与える最悪なやり方だとはわかっているけど……」と言いながら、西山がポケットの中から、チケットを一枚差し出してきた。

　花音は受け取った。十一月にあるライブのチケットだ。買うつもりでいたチケットが手の中に収まると、顔をあげた。

　西山が申し訳なさそうな表情で立っていた。

「悪い大人だと思ってくれて構わないから。宝城の復帰最初のライブチケット。花音ちゃんが聞いて判断してくれないか？　宝城がどれほどのピアニストであるか……直に体験してほしい。君自身で感じて、答えを出して。決心がついたら、連絡を。わずかだけど手切れ金は用意するから」

　チケットの上に、西山の名刺を置かれる。

　彼の名刺に書いている携帯の番号だけが、視界を支配した。

（望まれている答えは一つしかないのに）

　花音が最も出したくない答えを、今村と西山は期待している。

「今は宝城の傍に居てほしい」

　ごめんね、と西山に謝られた。ダイニングに置きっぱなしの鞄を取りに戻り、すぐに彼は宝城の家を後にした。

　一人、玄関に残された花音はチケットと名刺を握りしめて、その場に蹲った。

（別れたくない……律の傍に居たいのに）
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　今はいろいろと考えてはいけない、と花音は苦しい気持ちに蓋をした。ふいに、今村と西山に言われた言葉が蘇っては呼吸困難になりそうになる。

　辛いのは花音じゃない。宝城のほうだ。十一月の復帰ライブに、十二月に予定されているジョイントリサイタルに向けて、真剣に練習をしているのだ。彼のために、花音ができることで支えていきたい。もしこの付き合いに期限があるなら、なおさらだ。

　きっと最後は、宝城の復帰ライブだから。今できることを全て、やっていきたい。

　花音は夕飯の用意を終えると、お膳を持って地下へと降りていく。レッスン室の扉が開いている。開けっ放しになっている部屋に人の姿がなかった。

　花音は、ピアノの椅子の上にお膳を置くと、廊下に身体を出した。

　宝城はどこにいるのだろうか？

「……律？」

「……うっ、ぐ……」

　トイレから嗚咽が聞こえてきた。トイレもドアが開いており、宝城の長い足先だけが見えた。花音は駆け寄ると、便器に向かって何かを吐き出そうとしている彼の背中を擦った。真っ青な横顔を見るだけで、胸が苦しくなる。

　吐き出すものなんて何もないようで、ただ込み上げてくる嗚咽とともにわずかばかりの胃液と唾液だけが落ちていくだけだった。

　しばらくして落ち着いてきた宝城が、身体を起こすとトイレの壁に寄りかかるように尻をついて座った。

　顔色は蒼白したままだ。辛いのに、花音に笑みを見せると髪をかき上げた。

「……ごめん」

「どうして……律が謝るの？」

「こんな姿、見せるなんて。恰好悪いだろ？」

「全然。具合が悪いのを知らないままのほうが嫌だよ。夕食、お粥に変えるね」

「いや……大丈夫。何を食べても、あと３日間は吐き倒すだろうから。何を食べても同じ」

「なら、なおさらお粥のほうが身体にいいよ」

　力ない彼の笑みが、花音の胸を締め付けていく。

（どうして……ここまで）

　花音は宝城に抱き着いた。ぎゅうっと強く彼の身体を包み込むと、涙を零した。宝城は花音の背中に手を回して、優しく撫でてくれた。

「僕より花音のほうが、辛そうだね」

「だって……」

「いつも、こうなんだ。ずっと……。今村と母が来た後は……吐き気が治まらない」

　花音はさらに強く抱きしめた。

（ずっと律は辛い思いをしてきていたんだ……一人で、抱えて……）

「律……無理してほしくない」

「ありがとう、花音。母が離婚した原因が、今村にあったと知ったのが十七歳になってからだった。それまでは父と離婚した母を支えられるのは自分しかいないって思いこんでて。ピアノで稼げるなら、少しでも母を楽にさせてあげたいって。僕のその考えが浅はかだったって知ってからは、……今村も母も、汚らわしいモノにしか見えなくなってた」

「律……」

『お母さん』って温かくて、優しくて……ときには怒ることもあるけど、絶対に自分の味方でいてくれる──そんな存在だと思うから。

　母親が『女』であると知ってしまった宝城には、裏切られたような気がしたのかもしれない。ピアノだけで生計を立てていくなんて、相当の努力と精神力が必要なはず。しかもそれを十五歳のときからやっていた。『母のため』と思って。

　離婚して大変な母親を少しでも楽にしてあげたい、という思いやりと優しさを、知らず知らずのうちに宝城の母親は傷つけていたんだ。

「僕は今村と母にとって金を稼ぐための操り人形でしかないんだ。花音に再会するまで、ピアノを弾く自分の意味がわからなくなってた。でも自分にはピアノしかなくて……。弾いていれば、何も考えなくて済むんだ。でも弾くなら完璧じゃなきゃ駄目で、失敗は許されなくて……プレッシャーで吐いて、よく倒れてた」

「本番前は点滴を打ってたって西山さんに聞いた」

「僕はダメ人間だな」

　二人で顔を見合わせると、クスクスと笑い合った。宝城の温かさを取り戻してきた手の平が、花音の頬に触れた。唇を重ね合わせると、彼が上唇を吸い上げてきた。背中に快感が走っていく。

「花音が傍に居てくれて……僕は本当に救われたんだ。花音の傍に居たくて、隣を誰にも奪われたくなくて。かなり強引な理由で抱いたね。お金が払えないから、大田原先生でいいって言われた時は焦ったよ」

「あの時は……だって、二百万も払えないから……。ピアニストに教わるなんて、私には不釣り合いだって思ったし」

「よく僕を受け入れたね」

「よく言う！　お金か身体かって他を選ばせてくれなかったのは律でしょ？」

「たしかに、そうだね。僕は悪い大人だ」

　肩を震わせて、宝城が心から可笑しそうに笑う。瞳にはうっすらと涙が溜まっていた。

（律のまわりには、悪い大人たちばかりだ）

　西山も、今村も……宝城の母でさえも。

　守りたい。何ができるかなんてわからないけれど。傍に居たい。お金や利益だけの繋がりじゃなくて、私利私欲を抜きにして好きだから傍にいる人間が彼には必要だと思う。

（私も……律には傍に居てほしい）

　宝城の足に、花音は自分の足を絡ませた。上目遣いで彼を見ると、胸に顔を埋める。

「今夜は律と過ごしたいって言ってもいい？」

「もちろん。僕も花音と過ごそうって思ってたところだよ。ところで今日は紐パン？」

「……ち、違いますっ！」

（紐パンはもう……履かないしっ）

　ババ抜きでの罰ゲームを思い出して、花音は顔を真っ赤にさせた。宝城の興奮がすごかったのを今でも覚えている。翌日になっても腰が怠かった。友人たちに根ほり葉ほり聞きだされて、その後も恥ずかしかった。

　久しぶりに宝城と甘い時間を過ごせると思っただけで、身体の奥が疼きだした。すぐにでも触れてほしいくらいに。
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「花音、凄い……トロトロだよ」

　パンツを脱がされた花音は、宝城の嬉々とした声に恥ずかしさが込みあがって足を閉じた。ベッドに移動してきて、まだ間もないというのに。花音の下着はびしょ濡れだった。

　宝城と繋がれると想像しただけで、下肢は疼き、繁みの奥が期待で潤んでいた。さらに彼に二つの果実を揉まれ、先端を固くなるまで指先で弾かれれば、甘い蜜で下着はどんどんと濡れていった。

（久しぶりだから……身体が……）

「足を閉じないの。開いて、花音」

「や、だ……だって……」

（こんなに濡れちゃうなんて思わなかった）

　ベッドシーツまで濡らしてしまうんじゃないかと不安になるくらいだ。少し宝城が身体を触っただけなのに。いつも以上に感じてしまう。

「何を恥ずかしがっているの？」

「びしょびしょで……私……エッチになっちゃ……」

「いいんじゃない？　僕も結構、やばいんだよ？」

　すでに裸になっている宝城の下半身に目をやった。花音が触れてもいないのに、彼の雄の部分は大きくなり、先端には液体が今にもこぼれ落ちそうなほど溢れていた。

「え？　まだ何もしてな──」

「花音と一緒だよ。エッチができるって思っただけで、身体が反応するんだよ。早く繋がりたいって」

「律、きて……お願い」

　花音はゆっくりと足を開いた。準備なら十分に整っている。すぐにでも宝城を受け入れられる。むしろすぐにでも受け入れたい。熱を感じたい。

「だめ」

「え？」

「昨日から何も食べてないんだよね。だから、花音の蜜で栄養補給したいんだ」

「ちょ……それ、ちがっ、んあっ、あっ、ああ」

（それは栄養にならないからっ！）

　宝城の唇が、溢れ出てきている蜜を吸い上げた。膣口の入り口を舌でなぞり、充血してぷっくりとした真珠を舌先で転がされた。

「んやぁ、だ、だめ、そこは……」

「気持ちいい？　ビクビクしてる」

　足先に快感の電気が大量に流れてくる。

（どうしよう……これじゃ、すぐにイッちゃいそう）

　膣の奥がゾワゾワとしてきて、快感の大波がくるのがわかる。枕を強く握りしめると、呼吸が荒くなった。

「や、あっ、あああ、イキ……えっ？　律……？」

「まだ、イカせない」

　宝城の唇が、秘処から離れていくと妖艶な笑みを見せられる。解き放ちたい熱が、お腹の奥へと戻っていくと、膣の奥の疼きがさらに強さを増した。

「り、つ……やだ。イカせて、お願い……苦しっ」

「可愛いよ、花音」

　そう言って、花音の果実にかぶりついた。残った果実の先端を指で抓んで、軽くねじられる。甘い痺れが背中を支配し、腰を無意識に振っていた。

（や……欲しいのに。どうして……律は焦らすの？）

「焦らさないで。おねが……入れてほしいの。律のを……中に」

「なら、入れていいよ？」

「え？　どういう……」

　にっこりと笑った律が、花音から離れると隣で横になった。

「入れたいんでしょ？」

「私が……上に？」

「おいで。ほら、わかるでしょ？　下の口がどこかにあるか」

　花音は宝城の手を握って、跨った。ゆっくりと腰を落としていく。

（初めてなのに。うまくいくわけ……ない）

　下の口なんてわからない。自分で触ったことないのに。どこにあるかなんて、正確な位置なんて知らない。

　手を握っていないほうの彼の手が、花音のわき腹に添えられ、誘導されていく。場所がわからなくとも、十分に準備の整った膣口は滑りがよく、あっという間に肉棒を飲み込んでいった。

「……くっ、ああ……やば、い。花音の中……すご、気持ちがいい」

　花音よりも先に、宝城が苦しそうな声をあげた。花音の中で、宝城の熱がさらに大きさを増して、蜜筒を押し広げた。

「ああん、なんか……中で大きくなっ……あっ」

「花音……頼む、早く腰、振って……」

「え？　こう？　……ん、あっ……」

「だめ、もっと」

「あああっ、あ、そこっ……んぅ、あっ、きもちっ……いいっ、んあっ！」

　探るような腰の振り方に耐えられなくなったのか、花音の腰を掴んで宝城が強く突き上げてきた。それも何度も何度も。奥の奥にまで、突き刺さるような強い刺激に花音は身体を反らせた。

　今までの体位では得られないような強い快感に、嬌声が一段と大きくなっていく。

「律のが……奥まで──」

「ヒクヒクしてる。花音、イッていいよ」

「あ……あっ、ああああっ、イッちゃ、うっ」
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　腰が必要以上に大きく振れると、身体全体が痙攣した。宝城の胸に倒れ込んでもなお、まだ小さく身体が震えていた。

　まだ奥の熱が治まらないうちに、宝城が起き上がった。花音と繋がったまま、体位を変えるようだ。

「ん、やっ。だめ……動いちゃ」

「このままじゃ、中に出しちゃうだろ」

　中に出してほしい、と言ったら宝城はどんな顔をするのだろうか？　いっそ、妊娠してしまえば、離れられない関係になれるんじゃないか、と邪な考えを抱いてしまう。

（だめ。それじゃ……他の悪い大人たちと一緒になってしまう）

　花音は宝城に支えられるがまま、ベッドに横になると足を広げた。

「いっそのこと、妊娠したらいいのに……とか思っちゃうけど。花音はまだ学生だから、ね。社会人になるまでは……」

「結婚するまでは、だめ……ああっ、んぁ、急に、うごか、ないで」

「……なら、すぐ結婚してよ、花音」

（律には……婚約者がいるのに？）

　宝城の律動が激しくなっていく。お互いの肌がぶつかり合う音が大きくなっていくと、花音は手を伸ばして彼に抱き着いた。

『金をいくら積んでもいい。別れさせろ。奏音と一緒にならなければ意味がない』

　高みへと昇り詰めていく途中で、今村の帰り際に言っていた言葉が花音の脳裏をよぎっていく。耳の中では、刻み込まれた声がリピートし、胸の奥をぎゅっと掴まれたように苦しくなった。

（やだ……別れたくないっ。律と一緒に居たいのに）

「くっ……あ、ごめっ、花音……」

　花音の中から撤退した宝城が、お腹の上に白い熱を吐き出した。荒々しい呼吸で肩を上下させている彼は、色っぽかった。

「花音もヒクついてたから一緒にイケるかと思ったけど……ごめん、一人で先にイッちゃった」

（ちがっ）

　心の中で首を振った。

　一緒にイケるはずだった。今村のあの言葉さえ思い出さなければ……一緒に気持ちよくなれたはずなのに。

「私はさっき、一人でイッちゃったから。次はちゃんとゴムつけてよ？」

「それって今夜はもっとシテいいってこと？」

「私はまだ、律と一緒に居たいんだけど、だめ？」

「いいよ。僕も……まだ物足りない」

（私たちは結婚できない）

　宝城にはピアニストとしての将来がある。そのためには、婚約者と一緒にならなくちゃいけない。スポンサーからの援助を断ち切るわけにはいかないだろうから。
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　花音の恋には終わりがある。それもたぶん、一カ月もない……はず。来月の宝城の復帰ライブには答えを出さなくちゃいけないから。

　花音はとなりで寝息を立てる宝城を見つめた。目の下にはクマがある。頬もすっかりこけていた。一日一食で、地下のレッスン室に籠ってずっと練習していた身体。動かない指を克服するために。

　復帰を決めてから一カ月。指が動かずに、音を奏でるのが難しかったはずなのに。今村たちの前で演奏した曲は、完璧だった……と思う。並々ならぬ努力をしてきたのだろう。

　傍にいたい。花音にできることで支えていきたい。今だけでも……。

　宝城を起こさないようにベッドを出ると、花音はシャツを頭からかぶった。寝室を出て、一階の居間に向かい、置きっぱなしになっている鞄からスマホをとりだす。

（今夜は帰りたくない）

　あと一カ月しかないなら……。父親に怒られてもいい。宝城といる時間を増やしたい。

　家に電話をかける。無断外泊はさすがにできないから。

『あ？　花音、どうした？』

「奏兄？　今夜、友達んちに泊まってもいい？」

『ん？　……あ、彼氏んちか？』

「は？　友達んちって言ったけど？」

『わかりやすい嘘だろ？　あいつ、すっかり痩せたもんなあ……うまくて高カロリーのモノ、食わせてやれよ』

「……ん？　誰のこと言ってんの？」

（もしかして、奏兄にバレてる？）

　花音はソファに腰を落とした。奏の話し方で、すっかりお見通しだとわかる。知られないように行動していたつもりだったのに。

『律と付き合ってんだろ？　親父も知ってるよ。あいつ、うちの鍼灸院に通院してるし。ライブが近いから大変なんだろ？』

「なぜ……そこまで……」

　筒抜けなんだ？　と苦笑した。

『お前、隠すの下手くそなんだよ。それに律も下手。親父にはお泊りコースだって伝えとくわ。じゃあな』

　奏から電話を切られ、花音は耳からスマホを放すと、誰もいない部屋で「バレてた」と呟いた。

（律、通院してたんだ）

　知らなかった。復帰のために、手の怪我と向き合っているんだ。応援しなくちゃ。

　花音はスマホを持ったまま、二階の寝室に戻った。部屋のドアを開けると、身体を起こして、ベッドの明かりで楽譜を見ている宝城の姿があった。

（寝ていると思ったのに）

　もしかして起こしてしまったのだろうか？

「寝てたんじゃ……？」

「帰るなら送ろうと思って。でもシャツだけ羽織って出ていったから、どうしたのかな？　って。戻るまで待ってた」

「家に電話してきた。泊りたいって」

「許可下りた？」

　頷くと、宝城が嬉しそうに微笑んでいた。スマホを枕元に置くと、ベッドにあがる。彼の隣に座って、肩に頭を乗せた。

「お父さんのところに通ってるなんて知らなかった」

「病院にちゃんと検査にも行ったよ。本当に動かせないなら、きっぱりと諦めようと思ってね。でもリハビリ次第で動かせるようになるって。怪我する前までのようには戻れないけど、とも言われた。ゼロじゃないなら、どうにかなると思って」

「それで鍼を打ちに？」

「効果はあったよ。それに一日中、弾いてるからね。手以外のところも凝り固まるんだよね」

　右手に視線を落としながら、宝城が嬉しそうに笑った。

（本当にピアノが好きなんだ）

　もっと続けてほしい……でも、そうなると、長くは付き合えない。

　宝城の右手に、花音の手を乗せた。指を絡めて手を握りしめると、彼は楽譜を棚に置いた。

「朝まで一緒に居られるなら……もっと花音を食べてもいい？」

「私より、ご飯を食べたほうが？」

「ご飯は朝でいいよ。花音のほうが食べたい」

　手を繋いでるほうの花音の手の甲に、キスを落とされる。チュッと音を立てられ、びくっと身体が反応してしまう。宝城の口づけはまるで媚薬だ。甘くて熱くて、その先を期待してしまう。

　もっと、と強請りたくなる。





第六章




　十一月の第一週目の土曜日。宝城の復帰ライブだ。宝城側からの告知無しの小さなバーでのジャズライブだった。それでもどこからか漏れ出した情報で、宝城ファンがバーに押し寄せてきたようだ。店内には椅子とテーブルが置いてあったのだが、人の多さで急遽、店側が撤去していた。

　ワンドリンク制でチケットを見せたときに、一杯の飲み物を注文した。花音はペットボトルのミネラルウォーターを頼み、手に持って壁際に寄った。最前列で見たい気持ちもあるけれど、今夜ライブに見に来ているのを宝城に内緒にしていた。

　花音にとって決断する日だから。知られたくなかった。このライブを見て、今後を決めなくちゃいけない。

　西山や今村は彼と別れることを望んでいる。花音は別れたくない。だからといって、宝城を支えていてくれてる人たちを無視して、交際を続ける勇気もない。正直、どうしたらいいのか全くわからない。

　別れなくちゃいけない。別れたくない。その二択での葛藤で、精神が疲れ切っていた。

「あなた……山野音楽教室にいた……」

　隣にきた女性が声をかけてきた。花音は視線を動かすと、ナイフ男が暴れてるときに宝城の後ろに立っていたフワフワ女子だった。

（たしか……今村の娘……だったっけ？）

　無理やり宝城に、ピアノを教えさせてもらっていた子だ。三十分で二百万も払えるお金持ちの娘……でもある。

　今村の娘が勝ち誇ったような笑みを見せてくる。

「へえ。よくここでライブがあるってわかったわね？　私は父がスポンサーだからだけど」

「たまたま、です」

（西山さんからチケットを貰った……なんて言えるはずない）

　なんで西山を知っているのか聞かれたあげくに、宝城との関係を聞かれたら困る。黙っているのが一番いい。今夜が最後……だし。

（たぶん、私は……別れなくちゃ、だから。律のために……）

　握りしめたペットボトルが、バリッと音をたてて凹んだ。

「たまたまで来れるライブじゃないけど？」

「手を怪我したときにその場に居たので……復帰するから、と」

「……連絡がきたって？」

「はい、西山さん、っていう人から」

「ああ。マネージャから」

　ふうんと、嬉しそうに笑われた。

（この子は、まだ律が好きなんだ）

　顔を見ればわかる。態度を見ればわかってしまう。誰よりも宝城に近しい女性でありたいと思っている。

　このライブを聞きに来ている女性の大半が、きっと宝城のファンなのだろう。彼女たちもまた、宝城が好きなんだ。

　花音の知らない世界がここにある。舞台に立ち演奏する宝城を知らない。ピアニストとして、演奏する彼がどういう人なのか……わからない。

　待ち遠しそうに待つ女性たちの顔はキラキラと輝いている。まるで恋人に会う前のワクワクしているときみたいな──。

　宝城は演奏者として、ファンの人たちに夢を与える側の人間なのだと思い知らされる。今村が交際を厳しく言いたくなる気持ちもわかるような気もした。

　会場がざわついて、花音は一段高くなっている舞台に目を向けた。今夜のジャズメンバーが舞台に現れた。

　ギター、スネア、コントラバス、サックスの人たちが位置につく。笑顔でボーカルの女性が入場してくるとひと際大きな拍手と歓声に包まれた。

　その後ろで、スッとピアノの前に座る宝城の姿が見えた。いつもと変わらない白いワイシャツに黒のズボンで席につくと鍵盤に指を置いて、ボーカルに目を向けようと視線があがった。

　宝城が舞台に現れた時の会場の喜びようといったらすごかった。ボーカルの女性がマイクで何かを話しているようだったが、女性たちの黄色い声で何を言っているのかわからなかった。たぶん、宝城の紹介をしていたんだと思うけれどわからない。

　ボーカルの女性も宝城に視線を動かす。二人で目を合わせて頷き合うと、ピアノの演奏から曲が始まった。スネア、ギター、コントラバスも加わって、女性が歌いだした。

　今村と宝城の母の前で弾いたピアノとはまた違う。他の楽器と声が一体化したピアノだった。ボーカルの邪魔をせず、でもきちんと宝城の演奏は主張している。すごく気持ちのいい演奏だ。聞いてて身体が自然とリズムを刻んで揺れてしまう。

　ボーカルよりも宝城のピアノに耳がいく。視線が奪われる。決して、曲の主旋律を弾いているわけじゃないのに、誰よりも輝いて見えた。誰よりも光を放っていた。それが宝城の天才ピアニストと言われる所以なのかもしれない。自然と目が奪われてしまう演奏だ。

（……やっぱり、好き、だよ）

　胸が締め付けられて苦しくなる。涙も溢れ出しそうになって、歯を食いしばった。

　泣きたくない。せっかく宝城の演奏を聴いているのに。涙で視界を歪ませたくなかった。
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「答えは決まった？」

　三曲ほど演奏を聞いた花音は、バーを後にした。店のドアの近くで立っていた西山と目が合った。いつ花音が店を出てきてもいいように、外で待っていてくれたのかもしれない。

　花音は「はい」と返事をすると、にっこりと微笑んだ。

　西山がスーツの胸ポケットに手を入れて、何かを取り出す。

「じゃあ、ここに好きな金額を書いて……」

　花音の前に小切手を差し出された。宛名は花音の名前が書かれてある。今日のためにすでに、金額以外のところは記入済なようだ。

「いりません」

「え？　でも……」

「別れないって決めたんです。疲れて帰ってきた律に、美味しいごはんで迎えてあげたいので帰ります」

「今村の話を聞いてたよ、ね？」

「はい。本当は別れるのがベストなんだと思います。演奏しているときの律はとても大きくて、恰好良くて、遠くの人だと感じました。私なんてとても釣り合わない。住んでいる世界が違いすぎる。でも裏ですごく苦しんでいる姿も見てきました。胃が空っぽなのに、それでも何かを吐こうと嗚咽をもらして苦しんでいた。ずっとレッスン室に籠って、時間も忘れてひたすら練習に打ち込んでいた。そんな彼を支えたいんです。本番で輝いてもらうために。私にできることをしたいんです。たとえそれが、僅かな時間だったとしても。律に要らないと言われるまでは一緒に居たいって思ったんです」

　西山は小さく息を吐きだすと、手に持っている小切手を胸ポケットにしまう。呆れているようにも、少し嬉しそうに笑っているようにも見える表情を彼はしていた。

（もう決めた。迷わない。私は律の傍で、彼を支えていく）

　宝城本人の口から、別れの言葉を聞かない限りは、周りに何を言われても気にしないと決めたのだ。

「大丈夫？　俺はこのことを今村たちに報告する。今村や宝城の母親が許さないと思うよ？」

「わかっています。誰に何を言われてもかまいません。律に要らないって言われるまでは傍にいたいんです」

（そう決めたから）

「どんな酷いことをされようとも？」

「大丈夫です。私、ナイフを振るう男にも顔面に蹴りを入れられるような女ですから」

　花音は小さくファイティングポーズを作ってみせた。そこらへんにいる男性より喧嘩に強い自信はある。襲われても対処できる。か弱い女性ではないと自負している。

　だから大丈夫。ちょっとやそっとのことでは、めげないし心も折れたりしない。

　花音は別れの挨拶を告げると、笑顔で立ち去った。

　自分がやりたいと思ったことを貫くと決めた。たとえそれが、周りから見たら不幸な選択だったとしてもかまわないんだ。

　ただ傍にいたい。それだけ。辛いときは抱きしめ合い。食欲がないときは、お粥を作ってあげられるそんな関係をこれからも宝城と続けていきたいだけ。

　婚約者がいたとしても、宝城の口から告げられるまでは今の関係を続けると決めたんだ。
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　ガチャリと玄関の鍵が回る音がして、花音はぴくっと肩が跳ね上がった。手に持っているスマホをソファに投げて立ち上がると、玄関へと走り出す。

　ドアが開き、玄関のサーチライトが点灯すると、「え？」という宝城の驚きの声が聞こえた。

「……かの、ん？」

「おかえり、律」

「かの……どうして？」

　玄関へと出てくる花音の姿を捉えた宝城が、信じられないモノを見ているような表情で、顔を見つめてきた。慌てて靴を脱ぎ捨て、玄関をあがってくると肩に掛けている鞄を放り投げると、いつの間にか抱きしめられていた。

　痛いくらいに強く彼の腕が身体を締め付け、必死さが体温を通じて伝わってくる。

「西山が……言うから、だから、もう駄目だって……思って。花音、三曲目で出ていくのが見えたから」

「今村さんたちが家に来たときから、ずっとね。迷ってた。別れたほうが、今後の律のためにいいんだろうけど。私は別れたくなくて……」

「別れなくていいっ！　僕の傍に、いてよ。花音じゃなきゃ……駄目なんだ」

「私も。律じゃないと駄目なの。西山さんに小切手を出されたけど、突き返しちゃった。三曲目で出てきたのは、家に帰ってきた律に美味しいご飯を食べてもらいたくて。今日のライブまで、ずっと吐き気が止まらなかったでしょう？　ずっとお粥ばかりの生活だったから。お腹に優しくて、でもお粥よりは栄養のあるものを作りたかったの」

「……ありがとう、花音。大好きだよ」

　二人で顔を見合わせてから、笑みを零し合った。引き合うように唇を重ね合わせて、お互いの体温を感じた。小さく口を開ければ、すぐに彼の舌が花音の口腔内に侵入してくる。求められているのが伝わってきた。

　身体が熱くなり、宝城の指先をより鋭敏に感じる。服を着ているのに、まるで素肌に触られているかのように快感の電気が触れられた指先から流れてきた。

「ん……あっ」

「花音、その声、反則」

「だっ、て。律が……」

「僕はキスしただけ。手だって腰にある。まだエッチなことしてないよ？」

　意地悪な笑みを見せられる。

（そうだけど……いつも以上に、感じてしまうのは、なぜ？）

「ご飯作ったけど……先に律と……だめ？」

「いいよ。花音にエッチな顔をされたら、断れない。僕も早く花音の中に入りたい。めちゃくちゃに抱きたいよ」

「寝室に」

「ああ、もちろん。行こう」

　花音は律と手を繋ぐと、二階の階段を一緒に上がっていった。
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「花音、ご飯……美味しかったよ」

　寝ている耳元で囁かれて、花音は重たい瞼を持ち上げた。すでに宝城は服を着て、ベッドから出ていた。いつものワイシャツとズボンのラフな格好ではなくて、きちんとネクタイを締めてスーツを着ていた。腕には黒のロングコートもかけている。

（え？　あれ……もう、朝？）

　一晩中、愛し合った。窓の外が白み始めてくるまで、ずっと繋がっていた。もっと、と何度も自分から強請っていたような気がする。

「律、どこか、行くの？」

「ちょっと、出かけてくる」

「どこ……に？」

　すっきりとした宝城の顔を見て、花音はなんとなく不安を覚えた。スーツを着ているなんて珍しいから。何かあるんじゃないかと勘繰ってしまう。

「今村に朝一でアポをとったから。会ってくる」

「……え？　それって……」

（私たちのことで？）

　と、質問したくても、喉に言葉が突っかかって言い出せなかった。宝城の答えを聞くのが怖かったから。

「西山から聞いたよ。花音が全部知っているって」

「『ぜんぶ』？」

「僕に婚約者がいることも、今村に金を使って別れさせろって言われてることも知ってるって」

「え、あ……うん」

「婚約者がいるって、夏ごろから知ってたんだって？」

　僕に何か言うべきなんじゃないの？　と言わんばかりの表情で片眉をくいっと引き上げた。

「西山さんから、夏に……」

「どうしてすぐに僕に聞いてくれないの？　僕に話してよ。婚約者も、今村の件も……昨日、ライブ前に西山から聞いて、血の気が引いたよ」

「ごめん、なさい。怖かったから……。傷つきたくなかった。律が好きだから……婚約者がいるから遊びに決まってるじゃんって言われたら、って」

「僕が女性で遊ぶような人間に見える？」

　花音の顎を指で、宝城はくいっと持ち上げる。まっすぐに見つめてくる彼の目が、不機嫌で怖い。

「そんなの……あの時はわからなかった……」

「最初から僕は、花音だけを特別扱いしてたのに」

「律が嘘つきだと思ってた」

「はあ？　僕が嘘つき？」

「だって……わかるわけない！　今まで律が女性に対してどんな風に接してたかなんて、西山さんから聞くまで知らなかった」

「……くそっ。今村と約束してなきゃ、今から身体でわからせるのに」

　苦虫を噛み潰したような顔をして、宝城が腕時計で時間を確認した。身体を起こして、ベッドから離れた彼は、上着を整えるとネクタイの位置を再確認していた。

　綺麗な手で、セットしてある髪をかき上げる姿は、色気が漂い、ベッドの中で花音はドキドキと胸を高鳴らせた。

「もう……わかってるから。大丈夫」

　小声で花音は呟くと、赤く火照った顔を布団で隠した。一晩中、名前を呼ばれて、抱き潰されたから十分にわかっている。朝方になって何度も寝落ちしそうになる花音を抱きあげては、「まだだよ」と囁かれたのを思い出した。

「じゃ、行ってくる。花音は寝てて。帰ってきたら、またエッチしよう？　僕がどれだけ花音を特別に扱ってるか……教えてあげるね」

「だ……大丈夫っ！　もうわかってるってば」

　クスクスと宝城は失笑しながら、寝室を出ていった。

（今村と会って、何を話すのか……聞きそびれちゃった）
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　今村のオフィスに入り、廊下を歩きながらコートを脱いで腕にかけた。社長室の前で一度、呼吸を整えると、ドアをノックする。

　今村からの返事を聞きもせずにドアを開けると、デスクに今村が偉そうに座っていた。応接セットのソファには母と西山も待機している。

「朝早くから失礼します」

「初めてじゃないか？　お前のほうから、会いたいなどと言ってくるなんて」

「初めて、でしょうね。会いたいと思ったことは一度もありませんでしたから」

「相変わらず、冷たい男だな。ライブは成功したと西山から聞いている。今日は、何用だ？」

　今村と目が合うと、お互いに口だけを緩めた。父親から母を奪い、家族を崩壊させた奴だとわかってから、口も聞きたくない男になった。仕事面での人を売り込む腕は認めているが、苛立つ感情のほうが先に立ってしまう。

　母親と男女の関係であるという嫌悪感のほうが強い。それに女は母親だけじゃないのも知っている。何度か仕事で飲んだときに、高級クラブに連れていかれた。どの店にも今村のお気に入りの女性がいて、ホテル街へと消えていく背中を何度も見送った。

「何用、って。わかっているでしょう？　僕がどうしてここに来たか、ってくらい」

「女か？　あんなガキにまさか本気とは言うまいな？」

「本気です。だから来た。別れない。永田奏音さんは演奏する上でのパートナーだ」

「お前にいくら投資しているか、わかってて言っているのか？」

「ええ。永田さんとのジョイントリサイタル後から、新たな契約を結びましょうか。母と貴方との愛人契約ではなく、僕と貴方のビジネス関係で」

　スーツの胸ポケットに入れていた茶封筒を出すと、デスクに叩きつけた。

（うんざりなんだ。二人に振り回されるのは）

「ほほう。ピアノしか知らない馬鹿なクソガキだと思っていたら。これはこれは、面白い」

　今村が茶封筒を手に取ると、中身を確認する。弁護士に頼んで作った書面に目を通しながら、今村が感心したような表情で笑いだした。

「女に泣きつかれたか？　金を掴まされて無理やり別れさせられそうだ、と？」

「いや。あの子は一言も僕に相談しなかった。これは前々から僕が、勝手に用意していた。怪我の療養中に考える時間はたくさんあったから。このままでは僕の人生があんたに駄目にされると思った」

「前々からねえ」

　勿体ぶった言い方で、今村が宝城を見上げてきた。信じてなさそうな顔だ。でも本当だ。

（花音がきっかけだけど。花音は何も言ってこなかった。むしろ泣きついてほしかったくらいだ）

　黙って思い悩んでほしくなかった。一緒にいることを選んでくれたから良かったが、そうではなくて身を引くほうを選んでいたら……と考えるだけで、身の毛がよだつ。

　契約書だって、本当はジョイントリサイタル後に今村と母、西山に見せるつもりでいた。今後はこの契約内容で、仕事をとっていくと伝えるつもりだったのに。急遽、ライブ後になったのは西山から花音の話を聞いたからだ。

　今村と母に、花音との交際をとやかく言われたくない。邪魔もされたくない。花音を追い詰めるようなことをしてほしくない。だから急だが、朝早くに集まってもらえるように夜中に連絡した。

「この条件では呑めないと言ったら？」

「あんたの元でピアノを弾くのを辞めるだけ」

「それは困る。金がほかに流れるのは」

「条件を呑むのなら、署名捺印を。母さん、貴方にも署名してもらう」

　ソファに座って不安げな顔で、二人のやり取りを眺めていた母親に視線を送る。自分に話が振られるとは思ってなかったのだろう。驚いた表情を一瞬だけしていた。

「抜かりなく、ってところか」

「ええ。あんたが契約しただけ……だったら契約をしていない母さんがあの子に手を出す、なんてことをされたら困るので」

「そこまでの女か？　ただのガキに」

「僕にはあの子しかいない。特別なんだ」

（花音以外の女になんか興味ない）

　花音が傍に居てくれるなら、何でもする。何でもしたい。親の勝手な理由で、彼女から離れるなんてもう絶対にしたくない。

「あかね、お前も名前を書け。我々は条件を呑むしかないようだ」

　書類を手に持ったまま、今村が席を立った。ボールペンを持ったまま、母親の隣に座るとテーブルに書類を置いた。

「ただ……助けてもらった女なだけ、でしょ？　どうしてここまでする必要が？　すぐに飽きて後悔するに決まっている」

　母は書類すら視界にいれたくないようだ。テーブルから視線を外すと、宝城を睨むように目を細くした。

「後悔は十五歳のときだけでいい。貴方の離婚で、僕はいろいろなものを失った。残ったのはピアノだけ。失ったものをやっとこの手に、取り戻すことができたんだ。貴方が署名しないのであれば、契約は破棄。僕はもうここでは仕事を一切しない」

「あかね、書きなさい」

　今村が無理やり、母にボールペンを握らせた。やっと書類に目を落とした母が、渋々署名をする。本当は署名なんかしたくないのに、と言わんばかりの態度で荒々しい字で名前を書いていた。

「契約成立だ」

　母親が書いた書類二枚のうち、一枚を宝城が手に取った。一枚は、今村たち用でもう一枚は自分が保管するように印刷してあった。

　書類についた折り目通りに畳むと、スーツの胸ポケットにしまった。「それでは」と軽く頭をさげると、社長室を後にする。廊下に出るなり、腕にかけていたコートを羽織った。

　家で待っていてくれている花音に早く会いたい。
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「じゃあね」とまだ講義の残っている友人と別れて、花音は駅に向かうため短大を後にする。歩道にある銀杏の並木道は黄色い葉が地面に落ちて、まるで黄金の絨毯みたいだった。そこにひと際目立つ赤いヒールの靴が目に入って、顔をあげた。

　見覚えのある女性がスカーフをなおしながら、花音を睨むようにして仁王立ちしている。

（律のお母さん──）

「土屋花音ね。あなたはお父さん似ではないのね」

「父を……知っているんですか？」

「近所だったもの」

　フッと笑って、一瞬だけ寂しそうな表情を見せたような気がしたが、すぐに冷たい視線で花音を射抜くように見つめてきた。

「話があるの。近くのカフェに行きましょう」

「律のことで……」

（さっそく……きた）

「それ以外に、貴方と話す意味なんてないわ」

　ぴしゃりと冷たく言い放たれる。

　確かにその通りなんだけど。胸を抉られたような気にさせられる。宝城について話す以外に、彼女とはなんの接点もない。幼い頃、近所に住んでいたのだろうが、宝城と空手教室は同じだったとしても、彼女と話をした記憶がない。

　駅と短大の間にあるチェーン店のカフェに入った。店の奥にあるテーブル席に向かい合って座る。宝城の母は紅茶を、花音はカフェラテをテーブルに置いた。

　冷たいピリピリとした緊張が伝わってくる。何を言われるのか、わかっているからこそ感じてしまう空気感なのかもしれない。宝城の母に何を言われようとも、もう気持ちを変えたりはしない。

　宝城とも気持ちを確かめ合ったし、自分の気持ちももちろん固まっている。揺らいだりしない。

「まどろっこしい会話は嫌いなの。単刀直入に言うわ。貴方は何もわかっていなさそうだから。律と別れなさい。お金ならいくらでも……」

「お金の問題じゃない。どんなに大金を目の前に積まれても、私は別れません」

「婚約者がいるのよ？　駄々を捏ねても、貴方は捨てられるのに」

　馬鹿にしたように宝城の母がクスっと笑った。

（知ってる。婚約者の話も律から聞いたし）

「私はもう……決めてるんです。律から別れを言い出されるまでは、誰になんと言われようとも諦めるつもりはないって」

「なら、僕たちはずっと別れないね」

　後ろから低い男性の声がして、花音は勢いよく振り返った。白のワイシャツを着たいつもの宝城がにっこりと笑って立っていた。

（なんで、ここに？）

　花音の隣の椅子に座りながら、彼は手を繋いできた。

「僕から花音に別れを切り出したりしない。だから僕たちは別れない」

「律、永田奏音さんと婚約しているのよ？　音楽家として飛躍するには、彼女との結婚は不可欠よ」

「僕には必要ない」

　花音が並木道で見た同じ冷たい視線を、宝城がしていた。やっぱり親子なんだなって、思わせられる。きっともっと長い時間一緒に過ごしたら、親子だという類似点が見えてくるんだろうけど……険悪なムードでいたくない。

「律はピアニストなのよ？　もっと羽ばたくべきよ」

「羽ばたく？　違うだろ。母さんが今村の隣に居たいだけだ。僕には、なんの関係もない。僕を利用して今村を縛っておきたいだけ。浮気ばっかりだもんな、あの人。しかも若い女ばかり。今頃になって父さんの気持ちがわかったんじゃない？　外ばかりに目を向ける人間の気持ちが。僕には関係ないけど」

　冷笑を浮かべて、宝城は母親を睨んだ。冷たくて軽蔑している目だった。

　ずっと苦しんできた宝城の気持ちが、母親を見る目から伝わってきて、胸が苦しくなる。

「律──。貴方のために……」

「……もう、うんざりだっ！　あんたの言いなりで、ただ金を稼ぐだけの出来のいい息子を演じるのは。昨日は最後通達だったんだよ。僕に干渉しないのであれば……って。母親だから、縁を切るに切れない自分に呆れたよ」

「律、何を言って？」

「昨日の契約は破棄するっていう意味だよ。僕はジョイントリサイタルを最後に、スポンサーの今村を切る。自由にやらせてもらうよ」

（えっ？　何の話をしているの？）

　話している意味がわからなくて、花音は隣に座っている宝城を見やった。彼はにっこりと笑って、何も心配しなくていいと言わんばかりの表情をしてくれる。

「待って！　そんな……駄目よ。やめて」

　席を立とうとする宝城の腕を、母親が掴んだ。嫌悪の表情になった彼は、母の腕を強く振り払った。

「言ったよな？　後悔は十五歳のときで十分だって。あんたのせいで、大切なものを失くしたくないんだよ」

　花音、行こう……と宝城が言って立ち上がった。リュックを背負って、先を歩く彼の背中を追いかける。母親と決別し、歩き出すと決めた彼の背中はなんだか寂しそうで、でも大きくも見えた。

　店を後にすると、宝城が振り返って手を差し出してきた。花音は手を取ると、指を絡めて恋人繋ぎをする。

「タイミングよく律が来て、びっくりした」

「まあ……予想してたから。絶対に花音に接触してくるだろうって」

「昨日の件で？」

「そう。花音と別れなくていい契約を結んだ。今村は納得してたけど、母さんに納得した様子はなかったから。花音を追い詰めて、なんとか別れさせようとするだろうなって。それも早いうちに」

「その通りになった、と」

「だから昨日の契約はナシ！　これからは自分で仕事をとっていかないと、ね」

　どうするかなあ……と独り言を言いながらも、宝城はどこか嬉しそうに笑っていた。花音もつられてほほ笑むと、駅に向かって銀杏の絨毯を歩き始めた。
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「花音、もしかして緊張してる？」

　ジョイントリサイタルをする会場の舞台へと続く廊下で、宝城がクククッと喉の奥を鳴らしながら失笑している。

「だって……なんか、いろいろと」

　感情が入り混じってしまっている。

　今日は長年、宝城の婚約者として君臨していた永田奏音とのリハーサルの日だ。どんな顔で会えばいいというのだろうか。はっきりと婚約破棄した間柄でもないというのに。宝城の恋人という肩書で、見に来てしまうのはいかがなものかと考えてしまう。

　宝城の演奏は見たい。普段の練習は地下のレッスン室に籠って見せてくれないから。見に行く？　と誘われた時は飛び跳ねるくらい嬉しかった。

　宝城のピアノ演奏を思い切り楽しめる嬉しさと、婚約者に会うという恐怖と不安が入り混じって頭と胸がぐちゃぐちゃだ。

　気持ちが浮いたり、沈んだりする花音を見て、宝城は楽しそうだ。鼻先を摘まんで、ピンと引っ張ると可笑しそうに声をあげて笑い出した。

「奏音に会えばわかる」

「呼び捨て……」

（私以外の人にも？）

　宝城にとって、花音だけが特別なはずなのに。

　自分以外にも、下の名前を敬称なしで呼ぶ女性がいるんだと思うと胸を針で刺されたような痛みがあった。

　婚約していたのだから、親しい間柄なのはわかっているけど。悶々とするのも事実だ。毎年十二月二十三日にジョイントリサイタルをしているんだ。仲良くなければ、続かないだろう。

「え？　もしかして、花音……ヤキモチ？」

「なに、その嬉しそうな顔？」

「嬉しくもなるだろ。嫉妬もヤキモチもいつも僕ばかりなんだから」

「そんなことな……あっ、んぁ、どこ触って……！」

　宝城が足を止めて、壁に花音を追い込むとスカート越しにお尻を撫で上げてきた。

「花音のお尻。本当は直に触りたいけど」

「ちょ……これから、リハーサルっ」

「そこなんだよね。それがなければ、人気のないところで花音を押し倒せるのに」

「さっき、車の中で」

「シタよ。でも、最後までじゃない。花音がイッただけでしょ？　僕だって中でイキたいんだけど？」

「そういうのは……帰ってから、で」

「わかった。帰ってからね。楽しみだな、今夜」

　にっこりと宝城が笑って、花音から離れた。

（え？　……これって、私……うまくハメられた、の？）

　まるでスキップでもしそうな上機嫌な様子で彼が鼻歌を奏で始める。

「スカートって便利」

「え？　『便利』って」

「ズボンは脱がさないと触れないけど。スカートなら捲れば、ね？　だから花音をその気にさせて焦らして、夜に持ち込めるでしょ？」

「そこまですること？」

「そこまでしないと、僕は今夜、一人にさせられるから」

　宝城の言っている意味がわからなくて、花音は首を傾げた。

　一人にさせられるとはどういうことだろうか？　むしろ一人にさせられるのは花音のほうだと思うが。

　リハーサルで宝城と永田が音合わせをするのだ。婚約者同士が仲良く演奏しているのを一人、客席でそわそわしながら見るのに。宝城が一人になるはずがない。

「僕の予想だと、花音と奏音が仲良くなると思うんだ。二人の話しが弾んで、リハーサルの後、食事でもってなるだろ？　夕食の後でも話が盛り上がって、僕は放置されて、あっという間に夜が更ける……で遅くなったから今夜はこのまま家に帰るね、っていう流れになる、どう？」

「……わからない。永田さんがどういう人か私は知らないから。婚約者の律をとらないでって睨まれるかもしれないのに」

「ああーー、それは絶対に無いな」

（どうしてそう言い切れるのだろうか？）

　わからないのに。相手は婚約を喜んで受け入れてたらどうするのだろうか？　睨まれて恨まれる。

「もう何年も口きいてもらえてないし。このジョイントリサイタルも互いのスポンサーとまわりの大人たちのせいで続いてるようなもんだから。奏音は、日本で活動してない。主にイギリスで活動してるんだ。これだけのために、日本に戻ってきてるだけ」

「律のために？」

「違う。仕事のため。僕らの演奏なんて、ピアノ教室とかの発表会の延長線上にあった。最初はね。それが年を重ねるごとに大きいものになっていった。収益がいいから」

　肩を竦ませて律が、呆れた笑みを見せていた。

（そんなの……わからない。実は律に会いたくてっていう場合もあるのに）

　宝城が気づいてないだけで、永田が片思いしているというパターンだってある。直接会ってみなければ、わからない。でも会うのは怖い。もし、宝城のことが好きだったら、と思うと不安になった。
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「……すっごい！」

　迫力ある二人の演奏に、花音は客席から眺めながら思わず声を漏らしていた。同じ列だけど、少し離れた席に座っていた永田のマネージャらしき男がクスっと笑ったのが横から聞こえた。

　ピアニストの宝城と、バイオリニストの永田の演奏は息がぴったりと合っていて、まるで新たな楽器かのような一体感だった。年に一回だけの演奏なのは勿体ないくらいの聞き心地のいい音楽だ。

　曲目はすでに決まっていてそれぞれで練習してきたものを、今初めて音を合わせたというのに。前々から合わせて練習してきて、今日が仕上げ……と勘違いしそうになるくらいの完璧さだ。プロの演奏家とは、誰もがそうなのだろうか。

　それとも宝城と永田の二人だからなのか。長年、二人で続けてきたからお互いをくみ取って演奏するのが慣れているとか。婚約者だと言われているくらいだ。音楽の相性は抜群なのだろう。

「あの二人は、音楽教室の発表会で演奏したのがきっかけ」

　花音の隣の席に移動してきながら、永田のマネージャの谷たに岡おかが声をかけてきた。一曲演奏を終えて、ピアノに近づき、何やら話し込んでいる永田を優しい瞳で谷岡が眺めていた。

（律も発表会の延長線上みたいなものだって話してたのは……きっかけが発表会だったから？）

「大人顔負けの二人の演奏に、今村が目をつけた……それが年に一回やっているジョイントリサイタル。全国ツアーでという話も出てるけど、奏音が拒絶してるんだ。今の宝城くんとの演奏はしたくないって。で、年に一回」

「え？　演奏したくないって……こんなに素晴らしい演奏を奏でているのに」

「今年は特別だ。毎年、聞いてきてるけど、鳥肌がたつほどの演奏は初めて聞いた……君のおかげ、なんだろうな」

　谷岡がちらっと花音を見て、にこっとほほ笑んだ。大人の余裕を醸し出す優雅な笑みだった。

「私……なにも」

（してない、と思うけど）

「奏音から宝城くんに話かけているの……初めて見た」

「え？」

　そういえば、確かに何年も口をきいていないと宝城は言っていた。ヤキモチをやいている花音を思っての言葉かと思っていたが……。本当に口をきいていなかったのだろうか？

　年に一回、必ずジョイントリサイタルをしているというのに、口をきかずに演奏はできるのだろうか？　演奏家ではない花音には、想像もつかない。

　一言、二言ふたりは言葉を交わし合うと、曲の途中から確かめ合うように演奏をする。宝城も永田も嬉しそうに笑みを零しながら、演奏を楽しんでいるように見えた。

　花音にはできない音楽での語らい。言葉はなくても、音楽が二人の気持ちを確かめ合っているようにも見える。まるで恋人同士、ともとれる雰囲気に花音は胸の奥が締め付けられて苦しくなった。

　バイオリニストの永田は、小柄でフワフワしたワンピースが似合う可愛らしい女性だ。こういう女性になりたいと花音が思う理想を地でいっている。羨ましくて涙が出そうになった。

「ここだけの話。奏音、実は宝城くんの手の怪我を聞いてホッとしてたんだ」

「どうして、ですか？」

（なんで、ホッとする必要が？）

「自分から辞める勇気がないヤツだから怪我して良かった……って。親に縛られることなく、ピアノを辞められるいい機会じゃないかなってね。音楽への楽しさを失った彼の演奏を、奏音は気にしていたんだ」

　自分にはピアノしかない、と語っていた宝城を思い出した。口をきいていなくとも、宝城の気持ちを察していたんだ。

（すごいなあ）

　負けたくないと闘志を燃やしてしまう。音楽の舞台の上では、はるかに永田のほうが宝城と近い位置にいるのに。

「俺にはわからないが、お互いに音楽馬鹿だからそういうのがわかるらしい」

　やるせないね、と言わんばかりの表情で谷岡が肩を竦ませた。

（あれ？　この人……永田さんが、好き、なの？）

「楽しっ！」

　舞台の上から明るい声がした。永田は足をその場でばたつかせると、顔をくしゃくしゃにして笑った。テーブルにバイオリンを置き、舞台を飛び降りると一目散に谷岡のもとへと走ってくる。彼に飛びついて、胸に顔を埋めると幸せそうに顔を緩めていた。

「あいつ、馬鹿に戻ってる！」

「あーー、はいはい。良かったね」

　谷岡が永田の背中をさすりながら、優しい声を出した。

（もしかして……この二人って）

　恋人同士、とか？

　二人の雰囲気をもっと感じ取ろうと、花音はじっと永田を見つめていると谷岡が察したのか、小さくうなずいた。

　宝城も舞台から降りてきて、花音の肩を抱きながら、隣に立つと苦笑した。

「馬鹿に戻ってるって……たくっ」

「あいつ、ほんとに酷い馬鹿でねえ。ああ、こいつとの演奏は楽しいって思っていたの。なのに、すっかりつまらない大人になり果ててさ。最悪だったよ、ここ数年のジョイントリサイタルは」

「だからか。完全無視で、口をきかないから。おかしいと思ってたんだよなあ」

「馬鹿じゃないヤツは話す気しないから。仕事だからやってあげていただけ。給料が絡んでないなら、速攻、律なんか捨ててたし」

　谷岡の腕の中でぎろっと大きな瞳を、鋭くして宝城を睨みつけていた。まるで親猫の懐に入って安心感を抱きつつ、触ろうとしてくる人間を威嚇している子猫のようだった。

「あっ！　安心してね。世間ではこいつが婚約者って言われてるけど。そんな気ないから。スポンサーたちが馬鹿なだけ。一緒にならないと、このリサイタルが終わるって勘違いしてるのかね？　楽しいからやってるだけなのに。おじいさんたちは頭が固いから」

「その顔で、その口の悪さは詐欺だよな。天使のバイオリニストと言われてるのが不思議」

「は？　あんたこそ、孤高の王子、天才ピアニストだっけ。どこらへんが孤高で、天才なわけ？　ただのコミュ障の努力野郎でしょ？」

「勝手に言われてるだけだから」

「それ、私も同じ」

　睨み合いながらも、宝城と永田が笑い合った。

「……なんだろ。兄妹喧嘩みたいに見えてしまうのは」

「そこにラブがないからでしょ？　私と律は音楽だけ。貴方たちにはラブがある。あいつの目を覚ましてくれてありがとう。久々に良い音楽が奏でられそう」

　永田が天使の微笑みを向けると、今度は花音を抱きしめた。小さくて、柔らかくて……本当に天使みたいだった。





　　　　　◇◇◇






「……ほら、やっぱり、こうなった。僕の予想通りじゃないか」

「そんなに不機嫌にならなくても……」

「なるだろ。僕は何時間、花音を待っていたと思うの？」

「四人で仲良く食事したでしょ？」

（待つ……って、ずっと一緒に居たのに）

　宝城は音合わせの後、すぐに帰宅できなかったことに不機嫌になっているらしい。食事の席で不機嫌を隠すこともなく、花音のほうが冷や冷やしてしまった。

　やっとお開きになって、車に戻ってきた宝城はムスッとした顔で息を吐きだしていた。

「奏音は絶対に花音を気に入ると思ったんだ。気が済むまで、離さないだろうって……だから、食事だって行きたくなかったのに」

「音楽のことで夢中になって話してる律……恰好良かったよ」

「……え？」

「永田さんと律の音楽の絆を感じたときは、すごく苦しくて嫉妬してた。でもあんなに楽しそうにピアノを演奏して、食事の席でも笑顔で話す律を見ているのは幸せだなって……」

　花音がほほ笑むと、宝城の顔がみるみる真っ赤になっていった。口元に手をおいて、顔を背けると喉を鳴らす。

「あ、あー、うん……帰ろっか。送っていくよ」

「律……今夜は泊っていっても──いい？」

「もちろん」

　車のキーを差し込んで、宝城は嬉しそうに笑う。エンジンをかける前に、彼の身体が近づくと、どちらからともなく口づけをした。





第八章




　十二月二十三日。宝城律と永田奏音のジョイントリサイタルは、満員御礼だった。チケットも売り出して、一日もせずに売り切れたとか。宝城も海外で活躍している永田も、人気があるのだと今更ながら実感させられた。

　花音と一緒にいるときの宝城は、甘えたがりですぐにヤキモチを焼く、年上のちょっとエッチな彼氏なのに。演奏している彼は、堂々としていてクールで全てが完璧に見えて恰好良かった。

　花音は前から五列目の真ん中に座っている。リハーサルのときよりも二人の音が大きくて迫力のあるものだった。プログラムに書かれてある曲が全て演奏され終わると、花音は誰にも気づかれないように小さく息を吐きだし、ホッとした。

　宝城の指が動くといっても、昔のようにはまだ動いてないらしいから。長い演奏中に、親指が動かなくて止まってしまったり、間違えてしまったりしたらどうしようと花音のほうがドキドキしていた。

　実際の演奏は、素晴らしかった。幼い頃から演奏してきた二人だからこそ、奏でられる音でありメロディーだったと思う。世界を花音は知らないから、知った風な口で言えないが。

　二人の演奏は、癒しであり、元気をもらえる曲たちばかりだった。

　演奏を終えて鍵盤から指を離した宝城のもとに、会場のスタッフがマイクを持っていく。椅子に座ったまま、彼は受け取った。

　客席に少しだけ身体を傾けた彼は、軽く微笑んだ。

「ご来場にお集まりの皆さん、本日は最後までお聞きくださり、ありがとうございます」

　と、宝城は落ち着いた声で挨拶し始めた。

（演奏だけだと思ってた……トークもあるなんて）

「さて、皆さんのご存じの通り、６月に私事で手を怪我しました。その後の仕事を全て休止して、大変ご迷惑をおかけして申し訳ありません。この場で、深くお詫び申し上げます。指がもう動かなくなるんじゃないかと不安を抱えて、ピアノを弾けなくなる怖さを体験いたしました。今ここに立てている状況に、喜びを感じています。ここ数年の僕は、ピアノの楽しさを見失っていた気がします。それに気づかせてくれ、ずっと今日まで支えてくれた女性に……そして本日、ここにお集まりの皆さんに……アンコールでこの曲を捧げたいと思います──ヨハン・パッヘルベルのカノンです！」

（カノンっ！）

　ドキッと胸が跳ね上がった。

　知らない！　アンコールにこの曲を演奏するなんて聞いてなかった。リハーサルでも全く練習してなかったのに。

　目を丸くして客席から宝城を見つめた。マイクの電源を切って、スタッフに返した宝城がちらっと花音を見て優しく微笑んでくれる。

　身体の向きを戻し、ピアノに向き合う。ペダルに足を乗せて、鍵盤に指を置くと深呼吸をした。バイオリンをすでに構えている永田と目を合わせて、頷き合うと静かに演奏が始まった。
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（こんなの聞いてないっ！）

　花音はお手洗いの鏡で、真っ赤に腫れた瞼を見ながら、どう隠して宝城に会いに行こうかと頭を悩ませた。

　アンコールに、名前と同じ曲を演奏するなんて不意打ちもいいところだ。音楽を聞いて一度も泣いたことがなかったのに。隣に座っているお客が驚いて、ティッシュをくれるくらい勢いよく大泣きしてしまった。

（絶対、変な人に思われた）

　ピアノ演奏を聞いて、嗚咽を漏らして泣く人なんて滅多にいないだろう。赤く腫れた顔を冷ますために、お水で顔を洗いたい気分だ。化粧してなければ、気にもせずにやっていたと思うが。

　今日はジョイントリサイタルだからと、黒のワンピースドレスに少しばかりの化粧をしてきた。大人っぽく着飾ろうと、慣れないヒールも履いて、指先が悲鳴をあげている。

　ここへきて、泣いて腫れた顔だ。ボロボロすぎて、演奏を終えた宝城のもとに行きたいのに、動けない。

　おしゃれした花音で、笑顔を見せに控室へと入っていきたいのに。理想と現実は違うようだ。鞄の中で、スマホが震え始めた。バイブの振動リズムから、電話だとわかると花音は取り出して耳にあてた。

『花音、もしかして迷子になってる？』

「……なってない。ただ顔が……」

『顔が？』

「腫れちゃって……。ずるいよ、あそこでカノンって。泣くに決まってるじゃん」

『そりゃあ、泣いてほしいから。驚かせたかったから、黙ってた……花音、会いたい。早く来て』

「……うっ、うん。わかった」

　花音は電話を切ると、小さく息をついて、鏡に映る己の顔をもう一度確認した。宝城が待っている。顔の腫れが落ち着くまで……とはいかないようだ。花音は鞄を手に取ると、お手洗いを後にした。

　宝城から渡されていたスタッフ用のストラップを首からかけると、会場の奥へと足を踏み入れた。控室になっている部屋へと向かう。白く長い廊下を、ヒールの音を立てながら歩いていると、何やら騒がしい声が耳に入ってきた。

「今、中に入ると漏れなく争いに巻き込まれるよ」

　宝城の控室前の廊下で立っていた西山が苦笑した。

「一体……何が？」

「宝城が今村を切るって告げた。そしたら契約違反だ、と怒ってるところ。勝手に半年先まで仕事を契約してあったから、物凄い怒りようで。宝城は、先々の話はこれからって言って、ジョイントリサイタル後まで話し合わないって言ってあったのに」

「部屋の中には誰が？」

「今村と、宝城の母親二人だよ。今村は、宝城の母が早々に契約違反を犯したことを知らないようだから、ますます荒れるよ」

（華やかな舞台が一つ終わったばかりなのに、すぐに言い争いだなんて……）

　悲しすぎる。

　大成功、おめでとう！　打ち上げを楽しもう……で綺麗に終われないものなのだろうか？　契約云々だって、終わった直後に話をしなくてもと思うが。

「律、大丈夫、かな」

「大丈夫。宝城の中で答えがもう決まっているんだ。そういうときの宝城は強いよ。折れないし、考えを曲げない。妥協もしない。それが宝城律」

　西山が楽しそうに笑う。閉まっているドアの向こうで、三人が争っている。中に入って場を収めたい気もするが、花音が入って行っても今村と宝城の母を興奮させてしまうだけだ。ただ邪魔でしかない。

　西山と廊下で、話が落ち着くのを待っているのがベストなのだろう。

（今村とお母さんが納得してくれればいいけれど）

「今日は収集がつかずに、今村が怒鳴り散らしながら帰っていくと思うよ。いつもなら一週間くらい今村からの説得が入って……それでも宝城が折れずに、諦めるっていうのがいつものパターンだけど……スポンサーから外されるのならば、金が全く入らなくなるわけだから、もっと長引くかもしれないね。でも、何を言われようとも宝城が決めたなら、その結果は覆らない」

「そうなると、西山さんはどうなるんですか？」

「心配してくれるの？　嬉しいなあ。宝城と話はついてるよ。これからも俺がマネージメントしていく。宝城一人ではどうやったって無理があるから」

「良かった」

　スポンサーがいなくなり、一人で仕事をとってこないとって言っていたから心配していた。ピアノしかないって言っていた人が、いきなり一人で全てをやっていくなんてきっと大変だと思うから。

　花音も手伝えるなら手伝いたいが、なんの伝手もなく、知識もない花音がしゃしゃり出て来ても足を引っ張るだけ。宝城に余計な手間をかけさせてしまうのが、目に見えている。

　西山が今後も、宝城の仕事を支えてくれるのなら、なんの心配も不安もない。今村からの支援を打ち切るとなると、今までのようにすんなりと仕事は入ってこないだろうって永田も心配してくれていた。今村が息のかかるところに、宝城を使うなと通達するだろうから。

　いっそ海外に移住すれば？　とも提案してくれてた。全く仕事がなくなってしまったなら、宝城に内緒で仕事を回してくれるとも永田が言ってくれていた。

『すごい怒鳴り合いだねえ。私の控室にも声が届くよ』

　永田からラインが届く。花音はスマホを開いて苦笑した。

　宝城の声はあまり聞こえないが、今村の怒鳴り声がひどい。宝城の母は、契約違反を自ら犯している手前か、むしろ宥めるほうに回っているように感じた。

『私も控室に入るに入れなくて……困ってる』

『なら、私のところにおいでよ。廊下で花音を見かけて、今村たちに逆上されても困るでしょう？』

　永田の意見に一理あるなと花音は同意した。ひとしきり言い合いが終わって落ち着いた先に、花音が目に入ったら……あいつのせいで、と怒りが再燃してもおかしくはない。

「私、永田さんの控室にいます……と律に伝えてもらえますか？」

「了解。そのほうがいいね」

　西山に告げて、花音は廊下を進み始めた。『永田奏音控え室』という貼り紙を見つけて、花音はドアをノックした。

　すっかり衣装から、普段着のワンピースに着替えた永田が笑顔で出迎えてくれる。鎖骨には、リサイタルのときになかったキスマークがついており、花音は思わず顔が真っ赤になった。

　もしかして今の今まで二人は……とか思ってしまうと茹でだこにでもなってしまいそうだ。

「ご、ごめんなさい」と花音は部屋の奥にいた谷岡に思わず謝ってしまう。谷岡はにっこりと微笑むと首を振った。

「女子会を楽しんで。外にいるから」

　部屋を出ていく谷岡を見送ると、永田が椅子をすすめてきた。花音は座ると、天井を見上げた。廊下で聞こえてくるよりも、この部屋にいるほうがよりリアルに聞こえてくるような気がした。

「通気口の関係かな？　今村の声がうるさいの」

「永田さんはいつまで日本に？　イギリスを拠点にしているって、律が……」

「今回はしばらく日本にいようかなって思ってる。正月明けくらい？　までいてもいいかなあ。まだ帰る日を決めてないの。いつもはこのまますぐに帰国してたんだけど……。正式に律と婚約破棄になるわけでしょ？　なら日本にいても居心地悪くないと思うから」

「……え？　居心地？」

「ほら、男はさ。他の女を侍らせてても何も言われないでしょ？　でも私は女だから。好きな人と一緒にいるって結構、人目が……ね。仕事にも影響されるし。とくに日本はね。海外はそうでもないんだよね。能力で勝負できるから」

　寂しそうに微笑む永田の笑みを見て、婚約者がいて他に好きな人がいた彼女の苦しみを感じた。

「ありがたいことに、律は一切、女として私に興味を示さなかったから良かった。私も一切、興味がないの。音楽においては息が合うから、疑う人間も多くいたし、嫌な思いもしてきた。だからこそ、あいつには幸せになってもらいたいって思う」

　あいつの相手が花音で良かった、と永田に抱きしめられた。

「あー、早く終わらないかなあ。今日は律に高級すし店を奢らせてあげようと思ってるのに」

「あ……今日はまっすぐ帰るつもりみたい、ですよ？」

　花音が頬をヒクつかせた。

　前回のリハーサルでの嫌な思いをまだ宝城は引き摺っているようで、絶対に永田と谷岡とは食事しないで帰るからと宣言されていた。

　ジョイントリサイタルの後だから、スタッフも含めて打ち上げがあるんじゃないか？　って花音は聞いてみたが……打ち上げ用にスタッフにはすでにお金を渡してあるようで、自分が参加する必要はないと言い切られてしまっていた。

「一人だけいい思いをしようとしてるわけ？」

「あ、っと、いい思い？」

「コンサートの後って、気分が高揚するんだよね。だから、まあ……ムラムラっとするわけ。律は食事よりも花音ちゃんを食べたいから、帰りたがる。私だって、花音ちゃんと話したいんだから！　帰らせないけどね」

　面白そうにワクワクした笑みを浮かべる永田に、花音は乾いた笑い声をあげるしかできない。また今夜も不機嫌になる宝城が容易に想像できてしまう。

　永田も宝城も、こうと決めたら突き通す人たちだ。だからこそ、プロの音楽家として名を馳せているのかもしれないが。その間に挟まれる花音の身にもなってほしいと少しだけ思った。

「随分と楽しそうな話をしているのねえ」

　突然、永田の控室のドアが大きく開くと、低い女性の声が耳を支配した。憎しみの籠った声に花音の背筋が凍り付く。

　ドアへと視線を動かせば、パープルのイヴニングドレスを着た宝城の母親が鋭い目で睨みつけながら立っていた。

　ずかずかと室内に入ってくると、椅子に座っている花音の髪をグッと鷲掴みして、引っ張り上げた。激しい痛みが頭の皮に走って、花音は立ち上がりながら身体を捩る。逃げようと足掻くが、思いのほか力があって振りきれなかった。

「丸聞こえなのよ。腹立つわね」

「ちょ……いたっ、やめっ」

「貴方がいるから、ややこしくなったのよ。どうやって律に取り入ったか知らないけど。男みたいな女に、何ができたか知らないけど……今村から離れて生きていけるわけないじゃない。ピアノしか知らない律がっ！」

「ちょっと……あかねさんっ、やめてっ」

　永田が髪を引っ張る腕にしがみついた。「どいて」と力強く腕を払われて、体重の軽い彼女は反動で吹き飛ばされた。壁に背中を打ち付けると、苦しそうにせき込み始める。

「奏音っ！」

　谷岡が控室に飛び込んでくると、せき込んでいる彼女の身体を抱きしめていた。

「貴方たちも貴方たちよね。律がいるのに、何年も前から堂々と付き合ってるじゃない？　海外で仕事をすれば、バレないとでも思っていたの？　だから律が男みたいな女に引っかかるのよ」

（違う。関係ないっ）

「永田さんたちは──」

「……奏音は関係だろ。いきなり部屋を飛び出したかと思えば、またかよっ。いい加減にしろよっ」

　花音の髪の毛を引っ張り上げている腕を、宝城が捻り上げた。背中の後ろに右手が回された宝城の母が痛みで顔を歪ませて悲鳴をあげた。

「あかね……お前はいったい何をしてるんだ？」

　宝城の後ろから恐る恐る部屋に入ってきた今村が、眉間に皺を寄せていた。信じられないと言わんばかりで宝城の母を見つめている。

「だって……仕方ないじゃないっ。律がいないと……律が稼いでくれなきゃ……貴方はすぐに若い女のところに行くじゃないっ」

　キッと宝城の母が涙目で今村を睨んだ。

「な、何を……言って」

「知らないとでも思った？　誤魔化せてるとでも？　馬鹿にしないで。君だけだ、君しかないと散々言ってその気にさせて、夫と別れたわ。でも貴方が欲しかったのは私じゃない。律よ。ピアノで稼げる律だけだった。その権利を元夫に奪われたくなかったから……私を……だましたのよ。それでも好きだったから……好きに、なってしまったから……目をつむるしか無くて……」

　ぼろぼろと涙が溢れてきた彼女は、腕を緩めて宝城の足元で座り込んでしまった。まるで小さな少女のように声をあげて泣いている。

「こういうことだから。契約破棄したいんだ。今村さん……もう、俺たち親子に関わらないでくれないか。うんざりなんだ。全て金、金、金で動く世界が。あんたのもとで、もう……僕は演奏できない」

「……馬鹿を言うな。け、契約は契約だろ。しっかり金にしてもらわない、と」

「まだ、わからない？　母が契約違反を犯したんだよ。あんたと契約した翌日に。だから──」

「わ、私を切るということが、どういうことかわかってるのか？」

「ああ、わかってる」

「馬鹿にしやがって。仕事は来ないぞ。それに仕事ができないように、手を回してやるからな。それでいいのか？」

「どうぞ。ご自由に」

　宝城が呆れた声で返答した。

　宝城の母が顔をあげると、首を大きく振りだした。

「待って！　律が演奏できなくなるのは……」

「母さん、いいんだ。この人の息がかかるところで仕事なんてもうしたくないから」

　ちっ、と今村が悔しそうに舌打ちをすると、永田の控室を出ていった。機嫌の悪い足音がいつまでも聞こえていた。
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「花音、足を開いて」

「ちょ……駄目だって。ここ、控室！　みんな、待ってるからぁ……」

　打ち上げを兼ねた食事をすると永田に言い切られ、宝城の機嫌が悪い。

　帰ると言い張る宝城に、すし屋の予約をするように谷岡に指示する永田。結果、折れたのは宝城だった……というか、花音が折れさせたに近いだろう。

（今夜、泊るからって言ったのに）

　花音は控室のテーブルの上で足を広げている状態だ。下着は脱がされて床に落ち、ワンピースはスカートが捲れ上がり、上はブラジャーが外され、右胸だけが露わになっていた。半裸の花音は熱い吐息が漏れ、太ももはすっかり愛液で濡れている。

「奏音は僕に三十分くれるって言ってた。だから、今は待ってないよ」

「あっ……んぅ、やあああ」

　花音の膨らんだ真珠を口に含み、吸い上げた。ジュルジュルと音が響き、さらに花音は快感で腰が揺れてしまう。

　テーブルの上にいるという行儀の悪さに、心がざわついてしまう。宝城しかいないとわかっているが、落ち着かない。

「そろそろ入りたいな、花音の中に」

「それ……は、帰ってから」

「今は花音だけ気持ちよくなるってこと？　僕は？　僕だって気持ちよくなりたいのに」

「ちがっ。だって、こんな……外で」

（したくない）

　誰が入ってくるかもわからない控室でセックスを楽しむなんてできない。口を押さえて、声を出さないようにして。廊下で足音がするたびに、心臓が跳ね上がる。

　怖くて宝城の指や舌に集中できない。もっと、宝城を感じたいのに。

「すぐに家に帰れないんだから……エッチさせてよ。花音の中に……入りたい」

「耳元で……いわなっ……」

「花音、いいでしょう？」

　ねえ……と囁かれて首筋に噛みつかれた。噛まれた首から電流が走って、ビクッと身体が反応する。

「やっ……だっ」

「……入れるよ？　花音」

　さらに大きく足を広げさせた宝城が、熱くたぎった男根を奥まで押し入れた。十分に蜜で濡れた花音の繁みの奥は、喜んでいるかのようにヒクヒクさせながら飲み込んでいく。

　身体中に電気が走り、嬌声があがりそうになって、花音は慌てて口を手で押さえこんだ。ここは家と違う。

（だめ、声が……でちゃう）

「んんんっ」

「キスしよ。そしたら、声が抑えられるし」

「んぅ、んふっ」

　ゆっくりと花音の奥まで入ったら、いきなり激しく突き始める。ガタガタと机が悲鳴をあげるのが耳につく。

「ん、ん、んぅ……んあっ」

「花音……僕はっ、くっ、あ……好き、なんだ。花音が……ずっと。だからっ」

「律──っ。私もっ、律が」

（好きだよ）

　花音の世界が真っ白になった。腰だけがビクビクと跳ねて、中にいる宝城の熱に噛みついていた。

「ごめっ……花音。中に……」

「責任……とってくれるんでしょ？」

「もちろん」

　にこっと笑って、宝城が花音の鼻にキスを落とした。いまだ繋がったままで、宝城はテーブルに脱いだままのタキシードスーツの上着ポケットから小さい小袋を出した。

「これ、花音に」

　小さなダイヤのついた指輪を左手の薬指にはめてくれる。サイズはぴったりと、きらっと輝くダイヤに花音は目を丸くした。

「ゆび、わ？」

「婚約指輪ね。今村との契約はもうない。奏音との婚約も破棄になった。だから……花音、僕と結婚してください」

「……はい」

「セックスしたまま、言うことじゃないけど」

　自嘲の笑みで笑うと、宝城は鼻先を赤くして恥ずかしそうにした。

　左手の薬指で輝いている指を見て、花音は心が躍った。

　確かにお互いに繋がったままの状態で、プロポーズするのはあまりないと思うが。嬉しいものは嬉しい。

　花音は、宝城に抱き着くとキスを求めた。彼の唇を吸い上げて、舌を絡めていると花音の中にいる熱が再び、熱く存在感をアピールしてくるのがわかった。

「かのっ……まず、い。時間が……」

「嬉しい、の。律と一緒になれるから」

　ずっと婚約者がいるのに……って信じ切れてない部分があったから。責任をとるって言ってくれる宝城の言葉がどこか、嘘のように感じられていた。信じて、裏切られた時に立ち直れなくなりたくないから。信じないようにしてた。そうすれば、別れることになっても傷つく深さが変わってくるから、と。

　好きだから、傷つきたくなくて……辛くならないようにしてた。今はもう、そうしなくていいんだ。宝城の言葉を信じていい。それが嬉しくてたまらない。

「……だから、食事はしないで……って。花音とお祝いをしたかったんだ……」

「律？」

「プロポーズしようって決めてたから。ちょっと、奏音たちを待たせるけどいいよね」

　宝城が腰を動かし始めた。ぐちゅっと音が鳴るだけで、花音は甘い声が出そうになる。

　花音の左手と、宝城の右手を絡ませると、腰の動きが激しくなっていく。手から伝わってくる彼の温もりがいつもよりも敏感に伝わってくる。放したくない。彼と繋いでいる手を、どんなに辛いことに直面しても、絶対に放したくないと思った。

　二人なら乗り越えられる。

「ん、んっ、んんぅ、ああああっ」

「花音、一緒に」

「やぁ……いっちゃ……」

「僕も」

　お腹の奥が熱くなると、ビクビクンと全身が痙攣した。
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「も……だめ……」

（しばらく動けそうにない、かも）

　花音はぐったりとして、宝城の肩にもたれた。

　気怠い身体が、心地いいって思えるくらい幸せだ。宝城とこれからも一緒に居られると考えるだけで、胸が熱くなる。

　短大を卒業して、社会人としての生活が落ちついたら……宝城と入籍して……そんなあたたかい未来を想像するだけで花音は笑みが自然と零れていった。

「律、食事したら……早く帰ろう？　二人でお祝いしよう？」

「もちろん。それと、明日から花音のピアノをしっかり見ていくよ。卒業前にピアノの発表会があるんだよね？」

「あ、あーーうん。お願いします……実は──全然、できてないの」

「……わかってる」

　二人で顔を見合わせて笑い合う。どちらからともなく、吸い寄せられるようにキスをした。

『ちょっとぉ。律、いつまでがっついてるの？　とっくに三十分過ぎているけど？』

　控室のドアが永田に激しく叩かれると、花音は慌ててワンピースの袖に腕を通した。

「着替えてからそっちに行くから」

『うわっ。着替えてないとか……聞きたくないんですけど』

　追い立てるからだろ、と宝城が悪態をついて、ムスッとした表情になった。

「花音、愛してる」

「私も律を愛してる」

（ずっと、ずっと──一緒に二人で居たい）





エピローグ




「かの先生、またねえ」

「はあい、明日ね」

　園庭の掃除をしながら、ピアノ教室から帰っていく園児を見送った。振り返れば、園舎の窓から、幼稚園に通う生徒にレッスンをしている宝城が見える。週に一回。花音の働く幼稚園で、午後二時から午後六時まで、ピアノの個人レッスンをしている。

　時には、先生たちにもレッスンしている日もあった。

（律、すごく楽しそう）

　花音はほうきに目を戻すと、前から近づいてくる人に気付いた。スーツを着ている西山だ。今日は夜に、打ち合わせをすると話していたのを花音は思い出して、腕時計を見やった。

「少し早く着いたから、宝城の様子を見に……意外としっかり『先生』をやっているんだな」

「そうですよ！　落ちこぼれの生徒を約半年で卒業できるまで、レベルを引き上げた成果をもっている宝城先生ですから」

　花音は顎をツンと突き上げて、仁王立ちした。自慢できることじゃないが、宝城がいなければきっとここに花音は立ててなかっただろう。幼稚園教諭としては就職できなかったが、非常勤職員として幼稚園で働いている。担任はもてないが、クラスの補助に入ったり、お預かりの子たちの保育をしたりしている。園からは、職員の空きが出たら、正規職員として雇ってくれるというお墨付きだ。

「ジャズライブとホテルのラウンジでの演奏のお仕事をもらえたよ」

「え？　ほんとう？」

「ああ。今回は声をかけてもらえたんだ。今村とのことも理解している。どうやら、永田さんとつながりのある人らしいよ」

　西山がウインクした。

　宝城が今村との契約を打ち切ってから、今まで依頼していた会社や企業、ホテルからのオファーがぱったりと止んでしまった。宝城を雇わないようにと、手を回されているようだ。西山が訪ねるなり、門前払いがほとんどだったらしい。

　西山が諦めずに新規開拓をして、小さなジャズバーや老人ホーム、デパートでピアノのコンサートをしている。ごくたまにだが、今村の息のかかっていない企業から声がかかることもある。本当に少しずつだが、仕事は増えていっていた。

「今年もジョイントリサイタル、やるんだって？」

「そうらしいよ。永田さん側が全て用意してくれて、宝城は身一つで来いって言われてるみたい。先日、宝城に楽譜を渡したら、苦笑してたよ。宝城の苦手な曲ばかりで、永田さんの好きなのばっかりだって」

　西山が苦笑すると、花音は頬を緩めた。

　永田らしい選曲だなあ、と思う。彼女は宝城を虐めるのが好きらしい。わざと花音と長電話して、イライラさせたり。そう簡単に手に入らない品物を、イギリスの自宅に送れと連絡してきたりする。そのたびに宝城の顔が不機嫌になるが、なんだかんだと文句を言いつつも、永田の希望通りの行動していた。まるで姉に逆らえない弟のような立場に宝城はいるらしい。

「西山、もうそんな時間？」

　レッスンの終えた園児と一緒に園庭に出ていた宝城が、近づいてきた。

「最後のコマの生徒さんが本日、お休みだと聞いたので。少し早めに来ました。いくつか週末のお仕事が増えたのでそのご連絡を」

「そうか。先に家にいってて。片づけてから、花音と一緒に帰るから」

「わかりました」

　西山は軽く頭をさげてから、園の門へと歩き出した。背中を見送っていると、ピンロンとエプロンの中に入っているスマホが鳴った。

『西山から聞いたかな？　これからバンバン、律に仕事がいくから。花音ちゃんが子育てに忙しくなっても一人で養えるくらいの量の仕事。たぶん、今村よりもすごいスポンサーになってくれると思うよ……って私の義理父だけど。今村のことが大嫌いらしいから律のこと可愛がってくれると思うよ』

　義理父というなら、マネージャだった谷岡の父親ということだろうか。永田も谷岡との結婚で、今までのスポンサーを切ったと聞いていた。それでも宝城と違い、世界各地からのオファーは受け続けているらしい。

「だれ？」

「永田さんから。今村よりすごい人を律のスポンサーになるように紹介してくれたらしいよ」

「……え？」

「谷岡さんのお父さんらしいんだけど」

「はあ？」

　理解しがたい表情の宝城に、花音はラインの内容を見せた。

「ああ？　子育てって、花音……妊娠したの？　聞いてないけど」

「してないよ」

　入籍だってまだしてない。宝城の仕事と、花音の就職とでバタバタしてて入籍の話がすっかり消えていた。同棲はしている。花音がいないと、宝城の食生活が壊滅的になるから。花音が心配で通いつめているうちに、同棲するようになっていた。

「あ……そういうことか」

　フッと宝城が笑って、花音にスマホを返した。

『いい加減、男としての責任をとれ。ばああああか。と後で伝えとくね』

　続けて入ってきたラインに、花音も吹きだした。

「ったく。大きなお世話だよ」

「永田さん、らしいね」

「でも奏音の言う通りだな。きちんと責任をとらないと、だな」

「急いでないよ？」

「週末、花音のお父さんに挨拶いくか」

「……え？」

　宝城が優しく微笑んだ肩を抱きしめた。

「土屋花音さん、僕と結婚してください」

「……嬉しいけど」

「けど？」

「ここ……幼稚園だから」

　花音は顔を真っ赤にして、宝城から目を反らした。

「あ……そうだった。改めてディナーの予約しとくよ」

「そうして、ください」

　熱くなる頬を手で仰ぎながら、宝城から離れた。勢いでプロポーズされた。永田のラインがなければ、結婚の話はまだまだ先になっていただろうから。嬉しい。

「花音はもうすぐ終わる？」

「うん。掃除が終わったら帰れるよ」

「わかった。裏の駐車場で待ってる」

　宝城はレッスン室にしていた保育室に戻っていく。花音も掃除の手を再開させた。

　初恋の人の妻になれると思うと、顔が勝手に緩んでいく。ガチムチ家族で、身長も高くて、男子高校生にしか見られなかった花音が、天才ピアニストとして有名な宝城律の妻に。

　ピアノの楽しさを思い出し、歩き始めた宝城をこれからも支えていきたい。ずっと傍にいたい。おばあちゃんになっても、仲良しな二人でいたい。

（律、大好き）

　窓越しに見える宝城の背中に向かって、心の中で花音は呟いた。





終わり







あとがき




　初めましての方も、お久しぶりの方も、こんにちは。ひなた翠すいです。

　今作『天才ピアニストの淫らなレッスンに溺れています』を最後まで読んでくださり、ありがとうございます。

　引き続き電子書籍が出せて嬉しいです。前作と打って変わっての現代ラブストーリーです。ピアニストと短大生のお話。この物語は、ポンっと脳内に閃いたストーリーでした。

　ヘタレ男子……でもなぜか格好いい、を描きたくて出来上がったのが宝城律です。ピアノ以外はまるでダメ男。好きなことには真っすぐ一直線。だからつい、支えたくなってしまうヒロインが土屋花音。書いていて楽しい作品でした。

　八歳差があるとは思えない宝城の甘えっぷりは書いててワクワクしました。ご飯よりも、花音を食べるとか……。可愛いなあ、と。私だったら、まずはご飯に飛びつくほうなので、ちょっと羨ましい。空腹よりも愛を選ぶ宝城が偉いと思う！

　花音の罰ゲーム……あれは私がババ抜きで六連敗したことがきっかけで生まれたシーンです。どうしても花音に紐パンを履かせたい……ただその一心で。でもどうしたら花音は紐パンを履くだろうか？　と頭を捻り、六連敗した過去を思い出し、花音もババ抜きで負けていただきました。いいシーンが書けて、私は満足です。きっと宝城も満足でしょう。

　最後に、手にしてくださった読者さま、無知な私に優しく教えて導いてくださった編集さま、関係各社さま、素敵で綺麗で萌える挿絵と表紙を描いてくださった蘭あららぎ蒼そう史し先生。

　ありがとうございます。皆さまのおかげで、こうして引き続きイラスト付きの小説が電子書籍になりました。本当に感謝申し上げます。

　またお目にかかれる日まで。




二〇一九年九月吉日


ひなた翠








トパーズノベルス

同時配信二〇一九年九月二七日配信予定
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令嬢は公爵のしとねで甘く乱れて


【書下ろし・イラスト十枚入り】







　著作：沙布らぶ

　イラスト：千京みこ







　旦那様は「幽霊公」──ミステリアスな公爵に嫁いだ令嬢は、その腕に甘く抱かれて……？







　　亡くなった寵姫のために、怪しげな魔術に手を出した「幽霊公」……そんな噂がある公爵・アルフレッドに嫁いだ豪商の娘・リアレイン。

　　自分はただの身代わりだと落ち込むが、彼が触れるその手はとても優しくて──。








トパーズノベルス

近日配信二〇一九年一〇月二五日配信予定







『愛囚　―制服の渇望―』（仮）


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：御子柴くれは　　イラスト：夜咲こん







　「わかった。正直に言うよ。確かに全裸よりは制服で半裸のほうが萌えるな」




　　　出版社に勤める宮原亜佐美は、『制服が似合う女子社員コンテスト』で優勝したことで上司の杉浦悠斗に目をつけられてしまう。会社にいるときだけ、俺のものにならないか──終業後、強要される残業は甘く乱れて……!?








冷酷刑事になぜか溺愛されています（仮）


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：ひなた翠　　イラスト：龍　胡伯







　「いつも怯えた目しやがって。俺以外のヤツと話すときは笑顔なのになあ……虐めたくなるだろ」




　　　就職に失敗した大川愛依21歳は、父のコネで警察の非常勤職員となった。片思いしている生活安全課の岡本部長と合コンをしたのだが……酔って記憶を飛ばしたら、女嫌いで有名な刑事一課の黒崎部長とベッドを共にしていて……。
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